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〈研究ノート》

シベリア開発モデ、ルの理論と実際
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II 地域計画と経法地域分割、ンステム
III 産業配置の理論モデノレ

1 地域経演コンプレックスの効率性評摘
2 地域モデ、ノレの一般構造

IV 地誠一生産コシプレックス (TsK)の事例について

1 シベリア・極東地域の TsKの分布

2 TsK計画の具体例，サヤジ TsKの場合

I はじめに

この研究ノートは，最近わが国との経済関係において緊密の度を増しつつある，シベリ

ア・極東地域に展開する産業開発・産業立地を支えている開発理論の若干の側面を紹介

し，あわせて地域一生産コンプレックスの事例についてその実捧を記述したものである O

主たる狙いは，今後のシベリア地域(産業開発〉の研究の下地をつくることであって，文

字ど、おり. I研究ノートJ~こ過ぎない。

思うに，わが国の社会主義経済の戦後の研究は，確得された自由な研究条件のもと，社

会主義諸国の経済発展を伝える文献や理論的文献の大量の流入とともに発展してきたので

あるが， 経済地理的研究・地域経済に関連した研究は二三の邦訳文献1)があるのみで.研

究上の盲点であったように思われる O 一方，シベリア開発の実状とわが国との経済協力を

テーマにした書物や文献は，主として自ソ問の貿易実務を担当している研究者によってか

なり的確にかつ迅速にわが国で刊行されている O

シベリア開発の実態から離れないで，地域経済の理論研究に踏み込むこと，これがこの

研究ノートのささやかな弓的である O

第1I節の「地域計画と経済地域分割システム|では複雑な制度変遷のあとづけを試み

ることよりも，現在の経済行政単位の構造を知ることにつとめた。今後の研究の手掛りと

してそれが必要と考えたからである O

ブノレシチ;フの行った地域別管理制定は 1965年の経済改革によって， 再び部門別管理

制変に復帰したとはし、え，このときの影響が全く残らなかったとはいえないと思う O いづ

れの ~111j度にしろそれぞれ長所。短所がある以上. 8年にわたって継続された国民経済会議

1)たとえば，バランスキー著 fソヴェト経沼地理山内村;有二:@{， M出書房， 昭和28年。チェルダン
ツェフ，ニキーチン， トヴトゥイヒン編『ソヴェト経済地理概論』匝i 稔・宮鍋 識訳，弘文堂

11(1和35年。ネクラーソフ喜『シベリア開発構想』鈴木啓介訳，サイマル出版会 1973年。
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制度の経験，その長所がその後の行政改革に生かされなかったとは考えられないのであ

るO ブノレシチョフが果そうとして果せなかった東シベリア，極東の全面的な開発は，第 9

次 5か年計画 (1971年)から， かなり積極性をおびてきた。 地域一産業コンプレックスに

よる産業開発も，あるいはフルシチョフ時代の国民経済会議の精神的継意物とみてよいか

もしれないし科学アカデミーシベリア支部が 1957年に設置されたことと併せ考えれば，

regional approachの一つの果実と考えてよいであろう O

シベりア・極東の開発は，今後のソ連経済を占う要石である O これは経済発展と産業構

造・雇用政策の震動力でもあり同時にソ連経済にとって重い負担でもあるO 第ーに，それ

は今後のソ連経済に基礎資源一石油・天然ガス・電力・石炭・鉱石類一一ーを供給する最大

の供給基地であって，供給増加分の殆んどはシベリア・極東地域で引受けることになる C

ソ連のヨーロッバ地域はすでに資源供給源としての若さを失ってしまった。最近にわかに

高まったシベリア開発熱の基本的理由の一つはここに存在する O 第二にそれはソ連経済に

とって大きな賭げであるo 60年代から顕著になった成長率低下の中で，長なし活tこ巨額の

資金を投入すること，患の長い迂回生産にふみきることは，大きな危険を伴う O シベリア

への建設投資の果実回収までの期間，経済成長にかかる重荷ははかり知れない230 しかし

ヨーロッパ地域の資源枯泌があえてこの産業開発に活路を見出す照けにふみ切らせたので

ある O いまのところこの賭けは初期の輝しい成果を満喫しているようにみえる O 西シベリ

ア チュメニの巨大な石油資源〈サモトロール油田等) の発見はせいぜ、い 60年代の中ば

にすぎなし、。それに前後して，この北方に大ガス田が発見され，さらに南ヤクートの天黙

ガス，サハリン沖および大陸概の池田と発克がつづいている O 東シベリア一帯の地形も石

油・天然、ガス存在の高い可能性を秘めているといわれている O

この他，シベリア開発事業がソ連国民に与える社会的影響の大きさを無視できない。つ

まり，この開発を所要速震で進めるためには，西側の資金，技術，経済協力;東欧諸国の

建設協力;シベリア地域への労働力の!玖iにそして軍事費負担からの解放と平和経済の必

要などがその条件になる O こうした一連の諸条持は，開放型，消費・サービス重視型の政

策を要求する O 西側との接触，技術・資金の導入，交易の促進はソ連社会を開放型に変化

させずにはおかなし、。そして政菜のかじのとり方は一層復雑になる O 開発費黒に耐えなが

ら日常消費、・サーピスの要求を満足させなければならないからである O さらにシベリアの

関誌前線は若者たちの都市志向と嘉藤する。毎年夏休みになると，各大学では学生達の青

年建設隊の集会ポスターや，カーキ色の建設隊姿のユニホームが校内に見られるようにな

るO 祖国の大事業に参加するという誇りと，一寸した冒険心のくすぐち，手頃な小遣いか

せぎ，それに自然の中での青春の謡歌など，建設隊の人気は高L、。シベリア・極東の開発

が，この冨の青年達に与える健康な影響力は無視できないように思う O

オルロフはその著『シベリア その成果と問題点と解決め』の中で， シベリア開発の長

2) ジベリア開発におけるソ連銀IJの権威の J 人ネクラソフ氏は，モスクワでの筆者の質問(1978年6月〉

に答えて， rここ当分はソ連経携の成長率は出iくはならないだろう O しか l， シベリアの資源開発
が実を結べば，輸出によって成長率をかなり高める可能性があるj と述べている。

3) B. P. Orlov， Siberia， acbievements， troblems， solutions， Moscow， 1977， pp. 162-166を参照。
以下では若干の穆飾を加えて記述した。
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期的な経済政策をつぎの四つにまとめている。

(1) この地域に採掘工業仏、わゆる拡業)と加工工業を組合せた或程度完全なー買生

産体制 (productioncycle)をつくるG このことは.豊かな吉然、資源の産地に加工工業を立

地して，資誕の産!日現場で、半製I571化を行ってしまうことを意味しているO たとえば石油・

ガスの精製，石油・ガス化学工業による関連製品の生産，鉄事1L~石から鉄はや建築用鋼菅の

作成などO このことによって，広礎資材(アルミニウム， J;1.jJ，ニッケノレ，鉛，炭イヒ水素誘

導体，塩素およびその誘導体. i免材と木製品など)を確保する経費を節約できる L， 原
料・製品の輸送費の節約，電力・水資源の合理的利用などを計ることができるO

(2勾) 輸出用財貨生産の拡大O 当初はシベリア.梅極u京i主i地故域、の:燃撚手
くぐぐ、喰、が' 次第にその加工皮を高めていく (化学製品， パルプ，主l~，機憾など) .lその輸出志

向によって， (イ)燃料・原料の社会主義国への供給力を高めるO 資本主義国との長期経

済・技術協力を，燃rい原料の長期安迂供給との引換えにとりつける O この協力協定によ
って，開発に必要なクレッジット 設錨，ライセンスの供7・を1)IきIHす。これは，資本主

義諸国の市場の払大にもなり， 相互の利益につながるo (ハ)シベリアの財貨輪出は出張工

外貨確得を増加させると!Id時に，その外部効果として開発全体のスケーノレメリットをifJiめ

ることになるO

(:))資源開発に特化した定業と科学・技11ìj拠点の出L~立。シベリア・械点の開発はやっと

その絡についたばかりであり，南両部を開発拠点として将来長い期間をかげ東北方面へ開

発を，iifiめなければならなL、。そのためにも従来の拠点開発型から総合開発(地域一産業コ

ンプレッグス)明へ開発様式を切換えていかねばならなL、シベリア・極東の各科学アカ

デミー支部はその開発の頭脳センターで、あり，各地のコンプレックスはその物質的・技術

的基J11!であるO

(/1) 京・ !'4シベリアと極京の関の京;百交流と，シベザアとカザプスタン・中央アジア

の間の弱北交流の促進，両者間における地域分業と協業関係の確立430 すなわち極東地肢

の海産物， ~1~物，木材.若干の設儲と，シベリア地域の工業製品との交換，バム鉄道によ

る沿綜開発およびシベリア ランド・ブリヅヂ、輸送路の極安港湾との連結など。南北間で

は，オビーイノレチィシ L J[Iの水の一部を南部のカザ、ブスタン・中央アジアの潅説用水とし

て逆流させること。シベリアの石油，木村，鋼管，アルミ，セメント，穀物，馬鈴事， ~~j~ 

I-ll用機械，土木機械.自動車，石油化学プラン人化学:プラン人鋼管，家具部品，主L¥，

化学製品，その他工業製品などを南へ{共産きすること O 高からは，土i安改良プラント，繊維

製品，砂糖，織物野菜，果物守燐鉱石，その{車京材料を見返り供給するなど。

このように，シベリア開発構想はまことに規模大にして，怠の長い科学的な開発事業で

ある O そして，これは更に長期の共産主義社会の建設に結合している O オ/レロフは指摘し

ていないが，シベリアの資源開発に当って，必要最少援の人員と資材をもって資源をとり

出しそれを既に発展している工業業:地帯に運んでで、利用するという方式をなぜ

たのだろうかO アメリカのアラスカ王王石油や，イギリスの北海油田はすべてこの方式であ

るO 推察するのに，シベリア方式は，人口過疎地帯に産業を立地して都甫への人口集中を

4) これについて，第 21盟の物流出を参加されたL、Q
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初ぐ(過密対策〉とともに，地域間，農工間，民族同の所得格差の平準化，文化と生活空

間の拡大，アジア・極東地域との外国安易・経済協力の促進，さらには自国の安全集障の

強化など，社会的・経済的・政治的な複合的多目的がこめられているのではなかろうか。

まさにこの意味でも，シベリア開発はコンプレックス〈複合体〉なのである O

11 地域計画と経済地域分害jシステム

一国経済の管理・運営にとって，生産部門別管理方式と，地域別管理方式とは，その重

点のおき方をめぐってたえざる検討の対象となってきた130 いわゆる縦割りか，地域割か

の問題であり， ソ連経涜でいえば，省別管理方式と，国民経済会議(ソヴナ/レホース)方

式の対立で、あるO 最近の例では，フルシチョフ時代に行なわれた，圏民経済会議への編成

換え (1937年)と，その後，ブレジネブニコスイギンの経済改革による省別管理制度の復

活 (19G5年〉がある O 何を生産するのかとL、う問題は，どこで生産するのかとL寸問題を

除いて成立しえない以上，計画経済にとって，部門計画 (OTpaCJIeBOeITAlHHpOBa:fs討を，

地域計画 (TeppHTO抑制bHoeIT.) と切り離しえないことは自明である O しかし現実には

まずどちらかを主軸として計画を作成しついで也の要素を考慮して両者を調和させると

L づ手顕をふまざるをえなL、。その観点からすると，計画化の主流は，少くともソ連経済

の場合，部門別計画方式(告別管理方式)であったと言いうるのであって，地域別計画化

方式の科学的研究はごく最近になってその重要性が認識されるようになったにすぎなし、。

以下では地域別計画化の試みを地域分割の変遷との関連で概観する 230

1920年に最初の社会主義建設の長期計画一ーロシア電化(国家委員会)J十画ぬいエノレ
ロ言十画 ITJIaH rC3五PO=ITJIaH SJIeKTpHq.HKaUHH FC<l=CP focy)1，apCTBeHlm詰 KOMHCCHH 
rro 3JIeKTpHQJHKaUHH POCCHH)一一ーが作成されたが，それには，全ロシア電化計画だけでな

く， 8つの経済地域別電化計画も含まれていたの。

::r~ 1次 5か年計画 (1928-32年〉は，計画化方法の発展にとって重要なステップであった

が，その計画化要綱 (OCHOBHbIeMeTO江OJIOrHQeCKHeyKa3aHHH)の中では. 共和国，j+l， 

地方 (Kpa註)，経済地区間の分業についてのう!述をみることができる O それを踏えて作成さ

れた与f11次計画指令書では，その弟 3巻が地域経済にあてられ，地域の計画課題，産業特

化 (crrer官邸前aJj悶)，地域の相互関連，全体に対する各地域の増大テンポと生産比率など

の一般論につづいて，各地域別の経済分析とその発展の見通しなどが述べら Jeている O

1931年Eこは，多ウクラード経済システムの時期が終りを告げ，単一の社会主義経済〈国営

と協同組合=コルホーズセクター〉制没:の時期に移行した。そして，この頃から 19:13-57

。この抱，生産・財政・流通・組織・貿易.Jt悼i.統計主どに分ける，レわゆる f機能足IJ管蝿Jj式j
も存在した。

2)以下の銭述は主と Lて，次の著作に依拠 LiとっB.φ.naBJIeHKO， TeppumopuaAbHoe nAaHupo-
8aHue 8 CCCp， M. 1975. 
3) PCφCP HayqHO・TeXHH~詑CKH負 OT.lI.eJI BbICW. COB. Hap. X03匁義CTBa，flAaH r03JlPC， M. 
1955.および EOA6maHC08emcICaH 3H.lI，UICAOneδUH， mpembe u3daH.ue， mOM. 7の“r03λPO"
の項たみよ。

4)つぎの 8つの経済地区をさず。 CeBepHbI員， UeHTpaJIbHO-n poMhlWJIeHHhl札 BOJI)KCKH品.lO>KHbI払
YpaJIbCK}査員， KaBKa3cKH藷， TypKecTaHcKH詰， 3ana，ll.HO・CH6JfpCKJf負なお各地域の電化予定地留に
つレて誌上掲書をみよ。
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第 1詔 20年代の連邦ゴスブラ γ経済地域区分 (21区分〉

出所 H.H. KOJIOCOBCKII詰.OCH08bl 31COHO.+CU'ieCκ020 paiiOHUp08aHUH， M. 1958. crp. 9. 

年の期間までを， 経済管理の中央集権期と名づけることができる九第 2次 5ヵ年計画

(1932-34年) の計画案では， 従来の経済地域のうち， ウラノレ升iや北コーカサス地方その

飽が細分化(行政地域割りは 24から 32へ〉され， 地域計画は大きな変化を遂げた6)。第

3次 5か年計画ではこの傾向はさらに進み，行政単位と Lてのチ!1(o6JIaCTH) と地方 (Kpa引

の数は 67に達し，このレベルでの中央計画の作成と点検誌もはや不可能になったので，

より総合した経済地区〈たとえばロシア共和国では九つ〉レベルでの討面化に移行したσ

これらの経済地区ごとに，経済の総合性 (KOMfTJIeKCHOCTb) が強調され，経済地域内での

食糧工業や消費財工業，企業間協業が組織された。 この頃ηから東部地域の工業発展の必

要性が認識されるようになり，それによって不合理な対抗輪送 (BCTp引出IerrepeB03KH)問

題の解浩が志向された。

周知のように，第 2次世界大戦は，ソ連にとって死活をかけた戦闘であったが，産業配

置の上からは，東部地域の役割を飛躍的に高める結果をもたらした。 1941年 8月，ソ連政

府は， 同年第4西半期と 42年に関する「戦時経済計画」を承認したが， そこでは束部地

域を強力な軍事工業基地化することを予定していた。戦時の経済地域割引土 13であった。

その内訳は，ロシア共和国が九つ， その他の共和国は四つの地域から編成さ;hた〈中央ア

5)上掲書，パブレンコ， 61ページ以トによる。

6) 20年代の経済区分については第 1図を参照されたレ♀

7) 120年代の娯りに， 東部で最初の大規模な地域計画の実現が開始された。 その中心は， ウラノしーグ

ズネツ計画であった。 1930年 3月ソ連共産党 (BKII(6)) ~ll 火委員会は，ウラルとクズパスの鉱物

資源を結合した第二の石炭一製鉄センターをつくることが， [k!の急速な-工業化にとって必要不可欠

の条件であることを確認 Lた J({3KoHoMIIKa II OpraHII3aUH5I npOMbIlllJIeHHOrO npOII3BO)l.CTBay 

1977，れ長 5.CTp. (3). 
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ジアとカザフスタン，外コーカサスめ，南部，西部〉。

1957年 3月30自， 党中央委員会は f工業および建設の管理組織のいっそうの改善J

Kこ関するフルシチョフ報告を発表し 6月工司までに管理制度を再編成することとした。

「かくて，……1917年最高国民経済会議成立以来， 一貫して採用された部門別管理制度が

庭生されて地域別管理制度へ 縦断的管理から横断的管理へと画期的な転換が行なわれた

のである O 最高会議は一-…改革の理由をつぎのように述べているo 1F20万の企業と 10万

の建設場をもっている現在，若干の全国的部門別省や官庁により生産を具体的かつ機動的

に管理することはできなし、。経済建設の部面における加盟共和冨の権限をよりいっそう拡

大し，企業および建設の操作的指導の重心を地方に，経済行政地区に移す必要が成熟し

たd19)J。
f20万の企業と 10万の建設場は，経済地区に新しく形成された冨民経済会議によって管

理されることになったO その富良経済会議は，最初は 104の多きに達したが， 1962年に統

合されて 47になっている。……部分的改良をもたらした工業管理の完全な地方分権制に対

して， 1960年から中央集権制の田復が行なわれる O まず複数の里民経済会議をもっ共和国

に共和国冨民経済会議が設置されて， これが管下国民経済会議を指導することになった・・

…かくて，ロシア共和国国民経済会議〈整理統合後24の留民経済会議を統轄する)，ウク

ライナ共和盟国民経済会議〈七つの国民経済会議)，カザフ共和国国民経済会議(再じく

七つの国民経済会議)，ウズベク，キノレギス，タジク， トルクメン共和国に一つの中央ア

ジア国民経済会議 (1962年に統合された)，その飽の共和国〈白ロシア， グノレジア，アゼ

ノレパイジャン， ザトアニア モルダピア アノレメニア，エストニア共和国)にそれぞれ一

つの共和墨霞民経済会議……が設置されている O つづいて，各共和国国民経済会議を統轄

するソ連邦富民経済会議が設霊された10)oJ……1964年 10月，フノレシチョフ首相が失脚し

たo f1965年 9月27日に開かれたソ連共産党中央委員会総会は，新首相の座をしめたコス

イギンが構想、1年の後，新しい管理制度を提唱した点で、画期的な総会で、あったO ……『部

門別組織票期の放棄は工業部門の指導の水準の低下，技術政策の統ーの破壊，技龍要員の

分散を招き，多段措的管理制度を生み出した。工業部門の発展に直接責任をもたない多数

の機関が生まれたoJJ……かくて，富民経済会議制度は 8年 (1957-1965年)の短命をもっ

て終り，部門別管理制度が復活するl1)J。

きて現在の経済地域割りシステムはつぎのように多段階になっている 1230

1. 大経済地域 (feHepaJIbHOe9KOHOMHQeCKOe pO長OHHpOBaHHeHJIH KpyIIHoe 3. p.) 

これは，ソ連の経済地域を誌のライオン(戸長OH)とモルダピア共和田の計 19地E互に分
げるもので，詳細については別表と地図を参照されたし、。これが 19に区分されたのは 1963

年以後のことで， それ以前(たとえば 1962年〉では， ウクライナ共和国はモノレダ、ピア共

8) これはアゼルパイジャン，クソレジィヤ，アノレメニアの三つの共和国を含む。

9) 平館 ~IJ雄『ソヴェト計極経済の展開』新評論， 1968， 309ベージ。
10)平館利雄，前掲書.310ー311ページ。
11)平館矛IJ雄，前掲書， 347-348ページ。
12) 3. B. AJIaeB， 3tttteKmu811Ocmb KO.Mn.lleKCflOZO pa38umuH 3KOflO.MU吃eCKOZOpauofla， M. 

1965， CTp. 16-19. 
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シベリア毘発モテ、ノレの理論と実際

第1表各種の経請地域システムにおける計画化機関

!大経請|ソヴナノレ|経済行政
地 域ホース地域地 域

加盟共和国ゴスプラシと経済会議(ソヴェート)一.....................' 2 11 4 

加盟共和国ゴスブラシ 5 

連邦ゴスプラ γ所属の計画委員会……………ー……………………… 3

加盟共和国ゴスプラ γ所嘉の経済会議と討画委員会……..，・H ・-…… 4 4 

加盟共和国ゴスプラ γ所嵩の計酉委員会…一…・……………………… 9

国民経済会議〈ソヴナ/レホース)………….aa..・H ・-…………………… 25

自治共和国ゴスプラ γ，地方舟計画委員会，ソヴナノレホース……… 9

都市計画委員会， ソヴナノレホース....・H・...………………~.. .. • . .……… 

自治共和国ゴスプラ γ，地方針尉画委員会一・ ..・・・ | ー 119 

18 I 回 137

地域内の経済計画担当機関

9 

合

出所 3.E. AJlaeB， 3rttte1CtnU8flOCtnb 1CO.MnAe1CCflOZO pa38umuH 31COflO.MU'teC1COZO paiiofla， 
M. 1965. CTp. 18. 

和国と同じように一区域として取扱われていた1泊。この地域単位ごとに計画委員会もしく

は国民経済会議， 乃至共和国ゴスプランなどがおかれ〈第 1表)， 10-15-20年を必要とす

る長期の生産力配置問題を処理する O その際計画北対象はすべての産業部門に及ぶが，か

なりの大枠指標と統合部門につL、て行なわれる C

2. 菌民経済会議〈ソヴナノレホース)の枠内での総合経済地域システム (CHCTeMayKpyrr-

HeHHhIX 3KOHOMHQeCKlIX pa長OHOBB P釧 Kaxrpa矧江 COBHapX030B)14)
党中央委員会 11月 (1962年〉総会の決議により設置され，その総数は 50であるQ 時に

はこの地域のことを，共和盟内 (BHyTpHpecrry6JIHKaHCKHe)地域とよぶことがあるが，この

名称は正確ではない(この地域の中には，共和国内でないものがある)。この地域内には，

ソヴナルホース (COBH勾X03)，建設総管理昂 (iJIaBHOe yrrpaBJIeHIIe rro CT子OIITeJIbCTBy)，

調整評議会 (COBeTrro KOOp，lI，HHaUHII)などがおかれる O 前二者は， (それぞれ工業と建設

の)執行系統の指導機関であり，後者はスタップ系統の評議体である O ソヴナノレホース地

域システムが，経常的管理課題を遂行し 2-5-7年をこえない中期計画の課題遂行を保証

する。管理対象になるのは，ソヴナルホースシステム傘下にある工業， 建設， 輸送であ

って，農業は対象外である C

3. 経済行政地方システム (CHCTeMa3KOHOMIIQeCKHX a，lI，MH湖 CTpaTHBHbIXpa長OHOB)

これは. ，'1'1 ( OOJIaCTb) ，地方 (Kpa員)，自治共和国の亙分に対応、し全冨を 137に玄分し

ている(州区分をもたない加盟共和国を含む)0 (加盟共和国，自治共和習の場合には〉共

和国の内閣，その他の場合は升[，地方の執行委員会 (IIcrrO.;'IHIITeJIbHbIHKOMIITeT)の設立に

よって，組織単位として確立する O この場合， このカテゴリーの地域九つが， ソヴナノレホ

ース地域に面積的には匹敵する O この地域レベルでは，地方の行政機関や党機関の所轄事

13) A.討.CCCp， Bonpocbl pa3.MeU{efluH npou38oδcm8a 6 CCCp， M. 1965. CTp. 37. Ta6JIHu.a 1 
をみよ 0

14) この国民経済会議ジステムは. 1965年をもって出誠 Lたと思われるが〈前出)，記述の都合上ここ

jこ収鼓した。
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第2図現在の大経済地域
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シベリア開発モデノレの理論と実捺
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i 住所 r~aBHoe YnpaB~eHHe reO~e3HH H KapTOrpa争HHnpH COBeTe MHHHCTpOB CCCp， 
Am.llac CCCP， M. 1969， CTp. 151- 数字辻引用者による。この数字は部掲の地罰
(第2国〉に対応、する O

it:この区割は，HapodHoe XiJ35lUCm80 CCCCP 8 1975 Z.， CTp. 816-817.の去と次の
二笥所を除いて一致している。

長 このかわりに BOpOlllH~OBrpa~CKaH o6~acTb とえっている〉

持 ベロロ、ンヤ地 }j~こ入れている。

項であるあらゆる問題(経済的， 社会的， 政治一教育的)が取扱われる O そこではまた地

方機関所属の工業，運輸，農業に関する年度計画と中期計画が調整される。

4. 下位の経済地域システム (CHCTeMaHH30Boro 3KOi-IOMHQeCKOrO pa註OHHpOBaHHH)

これは， 1964年 12月以前は，共和国，地方，チi土地区 (OKPY米HhI員)傘下の地域一生産

区 (TeppHTO抑制hHO・rrpOH3BO;，-'l.CTBeHlIOeyrrpaB.lleHHe)，工業区(ロpOMhI出λeHHbIIipa註OH)，

都市 (ropo)!，)と呼ばれていたc この基底的地域単位は.総数2724からなり，そのうち農

村地域が 1711，工業地域が 122， 都市が 891であり， 1932年の 3月，および 11月の党総

会の決定によりこの経済地区が設置されたが，このシステムの乳去は，工業区と農業区と

をはっきりと区分したことにあったc そこで， G4年の 11月総会では，升iおよび下位の地

域レベルで、の農工業の統一管理を復活した。 1965年 1月には，加盟共和国のすべてに全部

で 2634の農業行政区 (ceJIbCKH註 aJlMHHHCTpaTHBHbI泊 pa註OH)を設立した。

なお農業生産からみた地域区分には， Iソ連邦の地質区分J 口o可BeHKO・reorpactH羽 CKoe

paHOlmpOBaHlIe CCCP (B CB兄3HC ceJ'IhCKOX03冗詰CTBeHHhIMHCrrOJIh30BaIHIeM 2eMe.lJhγ. 
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ソ連邦の専門部農業地帯
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第 3図

40o 0 40000紙同

1.狩説・思1I寵飼育業地帯 2. 狩猟・農業地帯 3. 北部乳牛飼育地帯 4. ヤクート畜

産・農耕業地帯 5. 強度に発展した乳牛飼育をともなう亜麻・馬鈴薯・穀物農業地帯，

6. 馬鈴薯・穀物，乳牛館育および養豚業地帯 7. 乳牛飼育および養豚業地帯. 8.発展

した乳・肉牛飼育と養琢業をともなう甜菜・穀物地帯， 9. 発畏した肉・乳牛飼育，養琢，

養禽業をともなう穀物・馬鈴薯および大蘇栽培地帯， 10. 穀物農業および乳・肉牛飼育地

帯， 11.ひまわりその抱の工業用植物の栽培と発畏した乳・肉牛飼育，養琢，牧羊，養禽

業とをともなう穀物地帯， 12. 西シベリア穀物・乳業地帯， 13. 肉・乳牛鏡育と牧羊業を

ともなう穀物地帯. 14. 牧羊業を主とする砂漠および半砂漠の放牧畜産業地帯(半砂漠地

方では肉牛飼育もおこなわれるλ15. 乳・肉牛錆育と牧羊業をともなうカフカズ山岳畜産

業地苦， 16. 牧羊業と肉・乳牛飼育を主とする天山およびパミ -Jレ・アライ山岳畜産業地

帯， 17. 肉・乳牛飼育と牧羊業をともなうアノレタイ山岳畜産業地帯， 18. 果樹・ぶどう・

タパコ栽培地帯.19. 亜熱帯性多年生作物地帯， 20. 綿作地帯， 21.発展した肉・乳牛飼

育と牧羊業をともなう甫方性集約作物・穀物農業地帯， 22.23. 東シベリアと極東の穀物・

畜産地帯および畜産・穀物地帯， 24. 揮東の穀物，穏・犬豆および畜産業地帯， 25. 都市

近郊の野菜・馬鈴薯・乳業地帯.

出所:チェノレダγツェフ，ニキーチ/'， トゥトゥイヒ γ編

Fソヴェト経済地理譲論』関 稔・宮鍋織訳(弘文堂〉お6ページ.

(113瓦・BOAH CCCP. 1962) がある 15)。この系統の地域区分として， r広域自然一経浜地域J
E中戸地rerrpUpO，llHO・X035IHCTBeHHbIepa長OH民と，より小さな区分けである F自然一経済小

地域JrrpUpO，llHO・X035IHCTBeHHbIeMH印 opaHOHhIがある 1の。

現在の経済地域割りは， かなり煩雑である O たとえば (1)同乙領

15) 11. 11. HHKHlllIIH，くTIpHpO.ll.HO-X03兄設CTBeHHoepa負OHHpOBaHHeB ueR兄XIIRaHHpoBaH沼冗 ceRbC-

Koro X03匁員CTBa>，BonpoCbl Pa3.MeuteHUJl npou3sodcmsa s CCCP， M. 1965， CTp・134.
16)上掲書. CTp. 135. なお，この二つの地区底分の詳細な地図法，持論文の 136ベージにあるので参
照されたL、。
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Jj支をことなった名称で呼んでいる場合がある o I南部大経済地域JIO)KHbI註KpymI副長 3KO・
HOMHqeCKH註paiiOH と「チェノレノモノレスク ソヴナノレホース地域J4句 HOMOpC組員 COBHapxo・

30BC組員 pa品OHとは同一領域である o (2)次の 4つの名称は，第 1カテゴリーと第 2カテ

ゴリーの地域区分において，領域の範囲も名称も同ーである (BoJIro・B兄TCKH白， UeHTpaJIbHO-

4epH03eMH副首， CeBepO・KaBKa3CKH註， 6eJIOpyccKH軒。 (3)地域区分カテゴリー，および領域

範西を異にしながら， 同一名称をもつものがあるo (CeB匂 o-3ana)l.雨前， 3arra)l.HO-CH6H-

pC郎首， BOCTO田10・CH6HpC組員，江aJIbHeBOCTOqH副首)。

上記の地域区分のなかで最も安定住を保っているのは， I経済行政地方区分jでるって，

すでに 20年間にわたり不変である O これに反して「下位の経済地域システム」は最も変

化の激しいもので， 60年代前半の 3年間に 3回も大きな変更を余儀なくされた。

上記の第 1カテゴヲーよちもっと大きな地域区分として「地帯J 30Ha を用いることが

ある O たとえば「ソ連邦ヨーロッパ地帯J 30Ha EBpOrreiicKHX pa説OHOB CCCP， I東部地

JJ告J 30Ha BOCTOqHblX pa員OHOBなど。

III 産業配霊の理論モデJ~

L 地域経済コンプレックスの効率性評橿1)

地域経済コンプレックスの効率性評価について，アラーエフ (3.o. AJIaeB)の意見を紹

介しよう O

通常，地域経済コンプレックスのメリットとして，その地域内での中間原料の総合利用

度2)が高いことをあげることが多い。 このことは，実は原料輸送費の節約に結びついたメ

ザットであって，その面だけを強調することは，片手落である O アラーエフによれば，統

合度 (KOMrrJIeKCHOCTb) は決してその地域経済の効率性と同一ではない。逆に以下にのべ

る効率性を無視した統合度の強調は，当該地域の自給自足経済の強調と同一結果に諮るこ

とになるという O

ではその効率性を，どんな指標で測定するのか。換言すれば，生産力配置の最適性基準

は何か。これについては，地域分業の領域の広さに応じてつぎの四段閉が考えられるとい

λ3) 
ノ O

(1) 全連邦的規模での国民経済的釣合 (rrporrOpIJ.HH) の決定レベノレ〈能の社会主義昌，

および世界市場との関連を考慮して〉。 この段階では， 物的生産部門間，生産セクターと

非生産セクターとの間，補填フォンドと国民所得との間，消費フォンドと蓄讃フォンドと

の関などの将来にわたる釣合が決定されなければならなし、。ここでは，経済地域間の生産

力配置問題は登場しなし、。げだしどこで生産するのかに伴える前に，何を生産すべきかに

答えねばならないからである O

(2) 基礎的生産物(生産部門)の配置に関連した地域的釣合の決定。つまり， 自然資

1) 3. O. AJIaeB， 3ifJifJelCmU8H.OCmb lCO.Mn.llelCCflOZO pa38umufl 31COflO.MU'teclCOZO pa丘Ofla，M. 
1965. CTp. 149，以下によるc

2) これを統合震 (KOMITJIeKCHOCTb)(瓦)とL火、次式で測定するつ

K=t， ρ:その地域の総社会的問高。 ρT:その械で糊される社会的生産高。
3)沼4図を参照されたL、。
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第4霞 シベリアの生産力研究システム
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jif業開プログラム
一回レベノレで、む陀

業部門の諸問題

(1) 

総合地域に関する

プログラム

(2) 

産業部門間と

J1t't業内の講造

変動とつり合

いの段適化

(3) 

地域一生産シ

ステムの形成

と産業配置構

造ーの最適化

(4) 

11¥所 A.G. Aganbegyan， '‘Development of Siberia Resources and Perspective of 
the USSR Economic Growth"， 1977， by the Report in Fifth World Congress 
of the International Economic Association， Tokyo， 29 August -3 September 
1977.数字は引用者による。

注:この去の右の系列は地域計画に関連したものであり，左側は産業計画に関連したも

のである。中央のボックスの中でも時様のことがし、えるc ボックスの内外は完全に

対称性をもっていることに芭意されたL、。 これに対して， アラーエフの見解は産業

計画と地域計画の関係について (1)'"'-'(4) の頼淳で考察している。

VJJt， 労働資源，労働生産性，原価，比投資，需要額，檎送費などの地域差を考慮した経済

地域別生産高の最適バリアントの発見。

(3) 第 2段箔でえられた，持往生産物の生産に関する「統制数字J(KOH吟 OJlhHhle江区・

4ぅp凶を保ちながら，各経済地区 (pa詰OH)の最適産業構造を決定する O この段階では数量

化される生産物の範西が広がり，活費額，労働資源バランスなどが確定されるc

(4) 経済地区の最適地域構造の決定。すなわち，第2段階と同様の諸要素を考慮して，

もっと細分化された地域内の生産艶置の最適バリアントを決定する。

以上のような，産業配置の最適パワアントの選択過程は，要するに，ヨザ広い範囲(上

部)での生産構造の決定とそれにもとづく産業の地域構造の決定，ついでつぎのレベルで、

の同様の反復過程となっているO そしてこの決定が多段階的に行なわれざるをえないの

段，国民経済の規模の巨大きと複雑さ，およびすべての部門，生産物，立地諸要素を同時

に考慮する可能性が(少くとも現在のところ)存在しないからである O

きて以上の計算過程でどんな最適性基準が選択されるべきか。もちろんすべての段階を

貫ぬいて同ーの経済的基礎がなければならなし、。アラーエフによれば，冨民所得の最大化

こそ，その最適化基準であるとしづ O というのは，この場合には，社会主義の基本的経済

法熊一一一労働生産性のたえまない向上を基底とした国民消費の最大化ーーがみたされるか
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らである O 正にこの基準こそ，第 1段搭での，つまり国民経済の長期的釣合を決定する際

の基準でなければならなし、。 活費と蓄積の釣合は，厳密な依存関係がある以上，治費のそ

の抱の要素(国家予錆，軍備その勉〉を所与とすれば，第 1段階での最適化基準は富民消

費の最大化とすることが妥当であるべ第 2段階について考えよう O 一般的には二つの基

準が考えられる O その第ーは，各経済地域もしくは国家全体として，最終消費レベルを所

与として，地域の総合開発経費の合計〈経常費，運輪費，投資額〉を最小化するという基

準であり，その第二は，住民消費以外の消費水準を所与として，地域住民消費〈住民所得)

水準を最大化するとし寸基準であるG 全国平均の住民の消費レベノレ(各地域別ではなく〉

の最大化が前段階で計画化されていることを前提とすれば，第二基準の方が，すぐれてい

ると考えられるO というのは，第一基準のもとでは，地域の経済発展の平準往一一産業配

電の基本原期の一つーーを達成できないからである九

第三段階では，経涜地区内に問題を限定し，そこでの産業構造を考えることになる O こ

の場合には，地域での生産国民所得の最大化ではなく，生産国民所得と消費愚民所得の差

の最大化(地区別住民消費水準の平準化を考憲して)基準を採用すべきだとLづ O この基

準を示す算式はつぎのようになる。

K ><，.=E:I .~ w=7--d (1) 

K 3m =~ -(.:1;:: ~~ +0.5 Tel. iV+Sr，トSII)T:Hp 
見 -----I+0.5r:-~ ・ (V+Sz÷￡77E-(2)む〉

第二式は，第一式をより具体化したもので原理的には再式は全く同一である O

KJψ:地域コンプレックスの効率性 (%)

E:地域からの移出極鐘額

1:地域への移入価値額

Dp: :地域の〈信人的・社会的〉一人当り治費額

D:向上国家全体で捕えたもの

M:地域で生産された剰余価値生産物(=利潤)

JC:地域で実現される蓄積

S:非生産セクターの全経常費用(財貨経常購入と賃金〉

Te: :地域からの移出生産物の輸送費。これに 0.5を乗じているのは，輪送費の 1/2を
当該地区に計上することを表わしており，これによって，能地域との関の輸送費

の二重計算を避けている O

Ti:地域への財貨の移入費

4)一般に国民消費の最大化といっても，一定期間にわたる総消費の合計の最大化なのか，計画最経年

誕のそれの最大化なのか，あるい江指費水準の成長テンポの最大化なのか，議論の別れるところで

ある。

5) ここでの開題は，前提設の計画化のあとをうけて，全国規模での産業配置についての鍾劣を論じて

いるのであるが，各地域の経撰発展の平準化が，その産接の1ft¥.、であるとすれば，地域の住民?肖費

水準の最大化ではなく，平準化を基準とすべきであろう。

6)諒支では第二式の分子の (V+51十511) ~こ地域を示す添字 Jうがおちているが，これは入れるべき

であろう O
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V:生産セクター従業員所得

Sr:非生産セクター従業員所得

Su:社会的消費フォ γ ド〈教育・文化費，医療・公共サーピス費)

Hp:地域人口

H:全人口

望月喜市

第工式の最初の項の分子 (E-I)は，最於生産物の純移出を示しており，原則的にはそ

の地域で生産した国民所得から，その地域で消費した国民所得を差ヲ11.、たものに等しい。

実擦の計算としては，第2式の M-(.&S+S+0.5 Te)としてとらえることができる O つま
り，剰余生産物 (M)(=利潤)から，その地域内での蓄積とサーピス部門の全経常費それ

に輸送費の地域負担分の合計を差ヲiいたものは，結烏その地域内で消費されず他へ移出さ
れた剰余生産物を示すことになる。この大きさを，他から移入した財貨舘値額〈これは抱

が移出した剰余生産物儲{崖額に等ししうで割ることによって，その地域の国民経済全体に

対する貢献度を部定することになる O ただある程度の大地域をとると分母がOに近づくた

め，この算式は使用しがたくなる欠点をもっている九上掲算式の第2項は，第 1項の貢

献度を，賃金の切下げなどいわゆる鋲銭移出で引上げることに対する歯止めの製役を果

すG この項が1であることは，その地域の所得水準が全国平均であることを示し 1以下

ならば平均以下ということになり.所得引下げによる地域貢献度〈第 1項〉の引上げ効果

を相殺するように作用するし，反対に地域所得嬬重(第2実上昇，第 I項下落)による効

率係数引上げに対してもパランス作用を果すO

この算式を用いて効率保数を引上げるためには，つぎのような引上げ努力が要請され

るO

(1) 物的生産部門の労働生産性の引上げ (Mの引上げ〉。 より具体的には， 抱の経済

地匿と詑較してより低い原価で生産物を産出しうる部門を発展させること O これは一定程

度，経常費の節約努力に結びつく C

(2) 投資の節約 (.&Cの引下げ)。つまりより低い比投資をもっ部門バリアントの選択。

(3) 生産的一地域的結合の合理化 (Teと Tiの最小化)。外部との輸送費の最小化は，
当該経済地域の総合性，地域内の産業連関の強化につながる。

(4) 非生産セグターの全経常費用のうち，行政・社会化機関の物件費の最小化

(Sー (SI+SU))0
(5) 地域別住民消費水準の平準化8)。

計算の第四段階に移ろう O この段階では，地域内での生産の合理的な配置を考えること

になりの，もはや住民浩費水準の最大化基準は不要である O 所与の生産高を一定とした.

地域配置の最適化計画には，開発立地の総合費用最十北基準が若干の制約条件(配置の社

のその場合には，分子の純移出額だけで比較した方がよ L、。

8)上掲第2式の第 1項と第2項の対抗関係を厳密に検討しないと，平準化が即効率係数を引上げるか

どうかは不明である。しかし，地域別格差の平準化は，この算式をこえたより大きな実現すべき原

長ljと考えられている。

9) これに対して，蔀段措では，地域内で特化すべき産業の種類を考えることが設題であれそれをき

める際に上携の式が利用されるのである。
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会的側面からくる制約，つまり過度の集中化排除，生産点における男女雇用比率のバラン

スなど〉を考慮して採択される O

以上の過程を踏えて，地区の総合発展効率を計算するに当って，当面次の二つの難点が

存在するO

第 1~:t，計算のための資料を集収する困難である O 資料をうるためには，地域の産業連

関バランス(計画および報告バランス)が作成されていなければならないのだが，この作

成のためには漠大な入手を必要1())とする O しかし，経済統計をそれにふさわしく改善して

いけば，この困難を克服することも可能である O 第 2の困難は，現行語務が，価値水準か

ら偏帰していることであるO たとえば，現行価格でとらえた工業部門の富民所得比率は，

1970年の統計資料で対全国比51.2%であるのに対し，ゴスプランの価値計算によると 35.8

Zに低下するし，反対に農業部門比率は 21.8%から 33.5%に高まるという 1130 この価格の

歪みを計算上とりのぞくためには，まず取引税を含まぬ価格(企業卸売語格〉で計算し，

ついで全国の取引税総額を労働支出に比例して地域別に加算することが必要であろう O

2. 地域モデんの一般樺造

地域計画の特震は，経済の地域構造の最適化を求(xうることであり，そのためには，地区

全体として生産力発畏の展望がその前提になけれぽならなし、。それを前提にした上で，地

域をどう領域わけするのかが問題になる O この地域分割については，別表に示したよう

に，現在の最適化理論では三つの段階に分けている O 一番大きな区分げが経済地区 (3KO-

HOMUqeCKH註 pai1oH) で忘り，ついで地域産業コンプレックス (Te予戸TOpUaJIhHO・rrpo沼3BO・

.ll.CTBeHHhIe KOMTlJIeKChI-T口K)，産業拠点(ロpOMhI出 λeHHhI註y3eJI) と分類される Oこのうち，

最広域の経済地区は第 I節で、のべた地域分割システムの大経済地域(T'eHepaJIhHOe3KOHO-

MlIqeCKOe pa詰OHlIpOBaI-me lIJIlI KpyrIHOe 3. p.) ~こ対応する領域と思われるが，正確なとこ

ろは不明である 12)。地域説りの三段階のうち，地域計画の主軸になるのは，地域産業コン

プレックス (TUK)である O というのは T江K領域が， 地域計画にとってつぎのように
最適サイズを錆えていると考えられるからである O

(イ) この領域は国民経済の 1つ乃至数醤の課題の同時的解決を可能にする。

(ロ) 資諒の必要な選択と充分な予備を保証するまとまりをもった領域で、あること。

〈ハ) (国民経済的観点から〉合理的に地方資源や地下資源を利用しうるし， 自然環境

の保護と資源の再生産を保証しうることO

(ニ) 単一の生産的・社会的公共財 (1問中pacTpyKTpypa) をもちうること O

経済-数学的モデ、ノレを利用した場合の経済の空間構造 〈産業配置構造) の最適化とは，

各lK域ごとに次の各項について最良バリアントをみつけることである O

10)たとえばキネシェムスク経済地域 (KsHeIIIeMCKs員 9KOHOMsQeCKs邑oKpyr) の部門連関パランス

は，既存統計資料を用いた場合，その作成に60日一人を要したと Lづ。(これには， 企業段階での
一次資料作成の手関が入っていない)0 (3. D. AJIaeB前掲書， CTp. 155). 

1l)B.φ. naBJIeHKO， TeppumOpUa.llbflOe n.llaflUpOBaflue B CCCp， M. 1975， CTp. 134. 
12) この推定の根拠は， i経済地区j のすぐ上の段階が，国家のレベルであると述べている笛所による。
(AH CCCP， CO  HHCTHTyT 3KOHOMHKH 双 OpraHH3aUHH npOMbIIIIJIeHHOrO DpOH3BO.ll.CTBa. 
Memodu切 CKuenO.llO:JICeflUfl OnmU.MU3a勾UU npocmpaflcm8eflfloii. cmpyKmypbl 3KOflO.MU-

'feCKOZO pafiofla， HOB. 1975， CTp. 9). 
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(イ)領域内の各部分の生産構造， (ロ〉産業配置， (ハ)生産主体関の内外の関連， (ニ)

資源の利用， (ホ)居住システム O

ここでしづ最適とは， (イ)生産に関する国家計画の達成， (ロ〉予定された生活水準の

実現， (ハ)自然環境の維持の三条件を， 最小の社会的労働支出のもとで達成することで

あるO

さて，産業配震の最適北問題は，一般に第3表で示したような重層構造をもち，各段噌

ごとに最適化課題に特邑を備えながら，全体として共通した構造をもっている O その共通

性についていえば 各段階とも産業の配置構造，公共黙と交通の発展と配置，資涼の利

用，地域の経済組織の効率などの各パヲアントの選択を，一定の制約条件のもとで目的関

数を最大にするという視点から追求する形をとっている O 各設階の解の結果によっては，

すでに採用された技指-経済諸指標を修正する必要が生じその修正情報にもとづいた〈よ

り上部レベルで、の)再計算の過程で，あれこれの工場を，他の生産領域に全部もしくは一

部移動させた方がより合理的であるということが示されることもありうる O

地s (PatiOH) およびその部分 (Tf1K，Y3eJI)の産業活動の基本要素はつぎのとおちであ
る13)0 (第3表参考)

i専門生産

(イ〉 生 産 ~ (OTpaCJlli CrreLUIaJIH3all.HH) r需品生産 、

(rrpOH3BO~CTBa) 1協業生産 ~ ~BcrrOMOraTeJIhHhle) 

(KOMrIJIeKcHpyIOw.He サーピス
rrpOH3BO~CTBa) l (o6cJIY制 BaHHe)

(ロ〉 公共財 j生産的 (rrpOH3BO~CTBeHHaH)

{問中paCTpYKTypa)1社会的(COll.HaJIhHa兄)

(ハ〉 資源 j自然 (rrpHpo~HhIe) 

(pecypchI) l労働 (TPY).(OBhIe)

生産的公共財には，つぎの 6つの要素が含まれるo (1)交通， (2)電力と熱エネルギー

(蒸気入 (3)工業用給排水， (4)資材一機械供給墓地， (5)建設基地， (6)修理墓地。 ま

た社会的公共賠には， 文化・教育・保建・商業・住宅一去共経営， 行政機関のすべてが含

まれるが，対象地域の大小によって，その考察の詳紹度は様々に異なる O また鉄道・送電・

建設基地などは，多くの場合対象領域の外にはみ出してしまう規模をもっているが，この

場合には，より上のレベルの地域単位で，その需要をみたすように課題が設定されるO

公共財に関する解の過程で，そのサービス需要の大きさや，対象関へのサーゼスの分配

問題が決定される〈各種交通機関の間の貨物の配分，工場と発電所の間の電力需要の割り

13)訳語について， OTpaCJIH CrreUlfaJllf3a江日夜とは，特定生産物の生産に特化した産業部門の意味で，

その部門単独で最終製品を出荷可能な場合をいう。これに対 Lて KOMnJleKCI中yぉllUie npOlf3BO・

λCTBa とは，たとえば自動車と Lづ最終生産物に対して， 各種部品をよせあつめたり，工作機械

の点検・掠守のサーピスを必要とするなど，数種の工場が協力し合って最撚製品をつくる状態をL、

う。もちろん，最終生産物と Lづ概念規定が吊広いものであれ自動車を最終生産物と考えてもよ

いし，その部分としての内撚機関をそれと考えることもできる。説者の場合ならば，内候機関の生

産に数工場が協力し合う状態をとらえれば，それは，協業生遣のカテゴリーに入る。

lfH争pacTpyKTypa= infrastructure下部構造 ここで寸ま，直義生産過程に関連する部分(工場〉
などのまわりにあって，その基盤を支える資源以外の再生産可能な構造物で産業基盤としての公共

財(交通・港湾・道路など)と生活基盤としての公共財(住居・行政機関・社会機関など)をさすσ
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ふり，建設基地閣での建設一組立労働の割りふりなど〉。

資源は地域経済形成の基礎になるものである O 昌然資源としてここではつぎのものを考

えている O

〈イ〉鉱物工業東料と燃料， (ニ)水， (ホ〉土地面積， (へ)(ハ)植物原料，(ロ)水力，
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市喜月望

生産一地域メゾモデルの構造第5図

生産一交通ブロック

A
m
h
'

ロ
ト
塑
制

h
n
k
'

ロ
ト
望
書

気候・風土条件。

すべての自然資源について 事前分析で その利用に関する技街一経済指標が設定され

るG 対象領域内に資源不足がみとめられ 抱領域からの導入が可能な場合には，その資源

に関して供給額とその方法が事前に決定される O

人間は，富の生産者であると同時に，資源とサービスの消費者でもある。モデ、ノレ解の結

果，当該地域の労働必要量，労働力予錆，労働力を保証するための条件と方法などが努ら

かにされ，労働力を吸収し，定蒼させるための費犀が計算される。

TflFMの一般的数学彰式U)

〔インデックスと集合〕

i 生産物のインデックス

Y 生産物の集合

専門生産物〈特化製品)の集合

協業生産物の集合

生産主件(たとえば工場〉の番号 (jEJ)

生産主体の集合

対象地域 (t=レギオン番号;ライオン，

(k=テリトリ番号;アレアノレ， プラシャトク，

対象地域〈レギオン〉内でのテリトリの集合

〈番号) (iEY) 

出所:第3表に同じ. CT予.22.

3. 

t

3

e

p

 

y

y

j

J

A

 

テベカ， ウーゼノレ〉内での分割単位

ウチャストク〉の番号

K 

14) AH CCCP CO， Memodu切eCKue...， CTp. 32以下。
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n 資源番号 (nEN)

N 資源の集合

ァ 資源の導入乃至開発パヲア γ ト，および生産主体，公共部門の建設と経常操業に

関するバリアント (rERnUR1UR2UR) 

R持 資源、の導入乃至開発パヲア γ トの集合

R 専門生産主体の建設と経常操業方法バリアントの集合

Rl 運輸・送電等公共施設の建設と経常操業の方法パリアントの集合

R2 公共部門(産業・生活基盤)の建設と経常操業の方法パリアントの集合
払 if' 公共部門の種類別インデックス (rp，if'E(J))

e 公共部門施設の集合
μ 労働資源の男女別インデックス (μEM，M={1，2}，μ=1一男， μ=2一女)

〔マトザックス係数〕

A[j rパヲアント ，J生産主体の単位操業度当り生産物の産出高

B'u 向上投入高

Bik kテリトリーから抱へ移出すべき i生産物の量〈計画課題)

D"u k， j， rにおける最大限可能な操業度

dik kテザトリーへ， レギ、オンの内外から最大限受取り可能な i生産物の量

S}持 n (番百の〉資源の，r， Jにおける単位操業度当り投入必要額

Sk~ kテリトリー，第¢番目の個別公共施設 f パリアントの建設，経常操業に必要

な n資源の量

Sn 住民用住宅・諸施設にとって必要な η 資、源の量

S;;常 h テリトリ rパリアントによる最大限供給(導入もしくは開発)可能な n 資

源の量

m
v
p
'
 

Y

-

R

4
・

2

H

 

ψ 公共財〈ここでは交通・送電施設など〉始区間 f パリアントの輸送量

i生産物単位当り輸送に必要な少公共財の稼働量

住民 1人当り ψ 公共財の必要額ーρπ 

3jfp rノミザアント ，J生産主体単位操業度当り ψ 公共財 kp区間の必要輸送量

3%<Tr 会テリトザ f ノミリアントで機能する v国定公共財〈輸送・送電関係を除く)

単位龍力当りに必要な φ公共財(輪送・送電など)の量
Tん j， rに関して単位操業当りに必要な μ 種〈ここでは男乃至女〉の労働量

T'kf.. k，r，少に関して単位操業当りに必要な μ 労働量

L~ kテリトリで利用可能な μ労働量

α戸〆 男女の労磁力比率係数

r 人口負荷孫数〈労動力対扶養家族比率)

〔変数=未知数〕

Xjk k， rに関して jの操業度

Xikp kp間の i生産物の輸送量

Ukn k， rに関して n資源の導入乃至開発量
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Z認 め区間の ψ公共財グバリアントの操業度

Z'k<P k，ψ， rに関する操業度

望月喜市

~~ kテリトリの生産主体にレギオン外から導入される μ謹(男乃至女)の労働力

幻 向上労磁力のうち就業していない労動量

Z~ kテリトザ μ 種の地元労働力

〔巨的関数指標〕

Cjk k， j， rに関して単位操業度当り費用および建設費用

Cikp 砂区間 i生産物単位当り輸送費

eik 地域外から hテヲトリー内への i生産物単位当り運送費

Ck揖 k，r，n カテゴリーの資源導入費乃至開発費

Ckt r，ψ カテゴリーの kp区間の建設・再建費
Ck<P k， r，ヂカテゴリーの建設・経常操業費

会~ k， p カテゴリーの労働力の導入・定着に必要な 1人当今安房

52 向上カテゴリーの労識者に関して，就業促進費用

C; 地元労働力の就業・定着費用

さて最適モデ、ノレは，以上の概念を用いてつぎのように表わされる。

「次の条件をみたす非負の 9つの未知数 Xjk，Xikp， Xik. Uk揖， ZZZ，ZY，2Z，ZZ，ziを

求めよJ。
1. kテリトリーにおける i生産物の生産と分配ノくランス方程式

LJ LJ AijX九-~ LJ sijX}k -LJ (Xiね -Xi持HXik二三Bik (iEY，kEK); (1) 
jEJ rER jEJ r正三R PEK ・

上式の第1項江，生産高を示し，第2項は生産的泊費，第3項は K 領域内での hから

の純移出額， 最後の項 Xikは， kテリトリーヘレギオン内外から導入可能な t生産物の

量O 右辺は hが出荷すべき i生産物の計画量。

2. 最大可能操業度と最大可能導入額による昔話約

Xlk三二Dlk (jE]， rER， kEK) ; 

Xik三三dik (iE Y， kEK) ; 

3. 砂区間の輸送力(送電詑力など)の昔話約

21lH;343-2.Efxi句 -.LJ_ LJ_ 3jkbX九-LJ_ 21 3r:
</IY zi/ 

K 
-1 竺三一一一一i f

EJrER r 竺
orER2 

(1) (2) (3) (4) 

ーπfZ(zZ+32十五:)二三O
'μεM 

(5) 

(<pE(f)， t， kEK) 

(2) 

(3) 

(もし Ilf>oならば 3jkp=O，反対に 3itp>0ならば刀f=O) (4) 

上式の(工)の部分は，ヂ公共財 f ノミリア γ ト〈たとえば鉄道輪送など)のもつ砂区

間の輸送詮力である。 (2)は z生産物の均区間必要輸送量o (3)は， 生産主体 jの

活動量に比関して必要となる砂区間輪送量(もしくは送電量〉。したがって，Ilf>oな
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らば， 332〉=0となると記されているように，上式がたとえば， ヂ輸送機関に関する寄せ約
式と解釈すれば，Jの活動に伴って発生する i生産物の必要輸送量は (2) で捕えられる

ので， (3) の項は不必要となるし この式をたとえば送電量に関する制約式と解釈すれ

ば， (2)項は不必要で， (3)項のみが生かされることになるo (4)項は，<T酉定公共財

〈交通・送電関孫以外の公共財で，第5図の倍加産業基盤や生活基盤に相当するもの〉の

活動に関連して発生する¢輸送(もしくは送電)必要量。 (5)項は住民が必要とする ψ

公共財の量を示す。

4. 輸送機関の互に反対方向における操業度は等しくなければならない。

2J z立-22zZ=O
Y己Rl rERl ~刊

(<pE0， t， kEK) ; (5)1;') 

5. 回定公共財と，輪送(広義の輸送つまり電気，ガス、水などの配送を含む)公共財

との関係式。

z yfzv-z z zI1224f二三0
rER2 rERl kEK、k'PEK 

(r.p E0， k' E K) ; 、ノ
ぷ
UI
 、4Jfo 

J
e
i

、

ここで， PVは，たとえば k'テリトリーにおける電力伊)の石炭ケム水カケ2)等

々による平均操業度 1昼夜当りの発電量と考えることができる O すると第 1項は，単位期

間当今 k'地域で供給可能な総発電量を示す。第2項は，伶区間 (kもPも複数個の地
点を示す)の f方式 (rER1) による送電量 ψ(<pEO)の総量と考えることが可能であるか

ら，この解釈のもとでは (6)式は， r送電総量は，発電量をこえることはできないj と読
なことができる o (6)式を上水道の供給総量と配水可能量との関係に読みなおすこともで

きる G

6. n資源供給の縦約

2J Ukn-2J 2J 5j>tXJk-2J 2J Sk~Zγ-
rER持 jE.J rER rpEO rE三R2

-5n 2J (2/:+ む +î~) 二三 o (nEN， kEK) ; (7) 
μ己M

U;;持ζSk>t (nEN， YER持，kEK) ; (8) 

(7)式の第 1項は，k， rカテゴリーに関して n 資源の供給総額を示す。第2項は j生

産主体に関する必要資源量であり.第 3項は国定公共財のそれ，第 4項は住民用のそれの

必要量を示す。

(8) 式は n 資源の総供給量(導入額と開発可詑量)に関する制約式。

7. 労働力に関する制約式

2~+ む-zzTLx;b-212T32Zγ ミ O
jと.rr己R cpご三ψrピ112

(μElvf， kEK); 、1
，J
Q
U
 

J
F
Z
1

、、

2k三L'k (p. E 1¥.1， k E K) ; (10) 

誌-(l'μμ，~~' +î~-ìt =0 (kEK); (11) 

(9) 式のプラスJ}'~，土，導入労働力と地元労働力の合計すなわち，総労働供給可能量。マ

イナス項の最初の項は.J生産主体の生産活動に伴って必要とされる労働力で島り，最後

の項は，国定公共財の稼織に関して必要となる労働力で為るo (10)は hテリトリの地元

15)京テキスト 36ベージの (4.1別式;ヱ二三oとなっているが，ほじく 30ページ (4.10)ユえでは =0
となっている O ここでは後去を採用 Lた。

16) K 、長F は，K 集合のうち U エレメントを説くことを示すc
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労働力が，その上限 (L訟をこえることができないことを示すo (11)式は，引用テキ九ト

の説明不足(? )のため意味が不明である O α州'の意味〈男女労磁力比率)から察するに，
各カテゴリーの男女労働力の需給パランスを示す式のようにみえるO

8. 目的関数

[~~CjkXjけZbidih 十 ~CikpXi匂十 ZC23Z23十三JCγzγ
l i ib，i p，ψ，Y rp， Y 

(1) (2) (3) (4) (5) 

+ :E CknUkn + :E (czzz +匂îZ+c~îÎ;)]→ffilll (12) 
時，Y fJ 

(6) (7) 

第 1項:j， k， rに関する建設・操業費， 第2項 i生産物外部よりの移入運送費， 第 3

項:砂区間の輸送費，第4項:公共財〈交通機関・送電縞など)rパりアント均区間の

建設乃至更新費用，第5項:I歪定公共黙 f パリアントの建設・経営費，第8項 nカテゴ

リ一天然、資源導入乃至開発費，第7項:労働力雇用費用。括諒内の第1項は，地元労{動力

の就業・定着費用，第2項は労働力導入に伴う費用，第3項は導入労働力の就業に律う費

用〈くわしくは後述を参照)0

以上の数学モデ、ノレを適用するに当ってあらかじめ知っておかねばならぬ経済情報として

つぎのものがある O

1. 前提となる共通資料としては，

特化生産部門の生産高および対象地域外への移出高。

各種原料，材料，利用可能土地面積，水，労働力，その他の自然、資源の昔話約。

生産主体の建設・経営バリアント O これらのバリアントは，次の各エレメ γ トに関して

互に異なる O 立地点，特化・集中・協同出荷の程度，輪送関係，生産工程，目的関数の諸

係数，その他の技術一経済諸指標(労働生産性，建設組立労動・各種資源の需要の程度〉。

2. 特化産業部門の生産高(移出高〉に関する課題や，資源の制約は，より高いレベル

の最遥イヒ問題の解の結果として設定される O

3. 有用地下資源の利用鎖約は，各産地別もしくは産地グループ別年間最大可龍採掘高

の水準にきめられる O

4. 土地面積や水資源の利用制限を決定する場合 第 1段階17) (第1広域段階)では，

産業地帯〈アレアル〉別に 第 2段階では工場地帯(ブラシャトク)別に，第 3段階では

工場区(ウチャストク〉加に決定される O

農用地でない土地に関しては， I都市計画基準jにもとづいて，住居区，工業区，農業用
建築区としての適性に応じ 1，2， 3等地〈ロplIrO，lI，Hble，orpお到礎部orrplIrO)lHhIe， Herrp-

lIrO，lI.HhIe) にランクづけられるo 3等地は対象外とされ， 1-2等地については，土地造成

(配水管・電線などの地下設置，洪水・出水対策， 湿地の干拓， 地下水レベノレの引下げ，

建造物用各種工事，客土・土盛りなど〉の同一必要度に応じてグループ分けされる O この

クソレープ別に，比投資額，単位経常費，単位建設作業指標などが加重平均 (cpe，lI.庶民Berne-

HHhIe)として決定されるO

17)第 3表をみよ O
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農用地は，住宅・工場・農用建築物などが収容される際の福護費の大小別にグループ分

げされる O このクソレープ到に，新しい農業用代番地の整備に必要な比投資・単位経常費・

単位建設作業指標を決定する O これらの計算基準は，連邦農業者の定めるところによる O

各領域グループに対して， 土地と水の利用制約が専門設計機関 (1国家土地・水資源経済

委員会JfOC3eMBO)J.X03・「水資源設計委員会JfHJlpOrrpOeKTその他)のデータから決定

される。

5. 電力の制約については， (既存の計画対象外の電力需要を差ヲ仏、た上で)発電総量，

送電区別の送電可能量，当該領域外消費者用電力，普通時間帯・ピーク時間帯別の発電所

の部応体制などに関して設定される G

主要な発電所， 送電網の配童・許容能力〈ピーク時など) の即~体制は， 第 1種区域

(経済地区)で検討され，それ以下のランクのところでは，発電主体として考察される O

火力発電所辻，第1種区域では電力の総合バランスとして，第2種区域では，協業生産体

制の一環と Lて，第3種区域では独立した個別対象として取扱われる O

発電所や送電縞の作業体制は， 専門研究・設計機関 (1ソ連科学アカデミーシベリア支

部シベザア電力研究所JCH6HpCKH詰 3HepreTHQeCKH註 HHCTHTyTCO  AH CCCP， r水力発
電設計所JflIJlpOrrpOeKT， 1火力発電設計所JTerr~03~eKTpOrrpOeKT ， r送電設計所J3He-
proceTbrrpoeKTなど〉によって基準が決定される O

6. 各輸送区別の貨物輸送額の決定は，より高いランクの最適化問題の解としてえられ

るO たとえば，第 1種区域では，部門・地域連関/くランスの解の結果としてえられる輪送

額が用いられるO ついで，第 1種区域の解の結果が，第2種区域の最適化問題の前提とな

るO

7. 労働人口利用可能額は，計画化期末の人口を基礎として設定される O この場合，第

1種区域では産業地帯(アレアノレ〉別にその総数が，第2種区域では， 男女別人口が工業

地帯(ブラシャトク〉別に，第3種区域では，工場区別に，男女別人口が推定される O

8. すべての資罪、の利用上|哀を決定する際には，直接計画対象にならない部分の需要額

は，あらかじめ総額から控除される O 同様に既存設備の生産高も考慮、される G

9. 上眼条件のーっとして，各生産主体〈企業，送電区など)の操業震 (IIHTeHCHB-

HOCTb)の上限がある O これは，それぞれの生産主体の資料にもとづいて設定される O

10. 建設バリアントと経営バリアントについて，その構造エレメントは，生産高(サー

ピス)指標(マトリックス孫数入 他部門生産物の需要指標， 種類別公共財・資源のサー

ピス需要指標，および自的関数指標(投資と経常支出)などからなるO

こうした技術-経済藷指標は， 各パザアントの単位操業度当りで計画される。操業単位

としては，完全操業能力(許容能力など〉とか，それが産出する単位生産高〈同一種類の

生産高とか加工京料など)が採用されるO

11. 生産主捧の建設・操業パザアントの重要な相違は，第 1種区域〈同じく第2，第3

種区域)別立地点の相違，集積効率の相違，生産の集中，特化，工程技術の相違，および

利用資源の産出地点や公共施設のサーピス地点の桔違などにもとづいて発生する O

12. 生産高，サービス産出高，原料採掘高，エネルギ一生産高，建設一組立作業高，単
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位時間当りの供給能力，労働集約度，原料・材料・撚料・電力・土地面積・水需要量など

生産主体の建設・操業パザアントの単位操業度当りの諸指標は，所定の産業科学研究所の

データ 18)や，建設基準1のや科学技術の総合プログラムのデータにもとづいて認定される。

13. 使用土地面積の決定に際しては，緑化地帯 (CaHHTapHble30HbI) や若干の特別用地

が考慮される O

14. 給水量の決定に対しては，水需要の時間別変化とそれに即応する流量が考慮され

るO

15. 労働資源の形成と利用パヲアントに関する主要な費目として，社会的一日常的公共

財の建築費と運営費(勤労者とその家族のための諸施設の費用〉が存在する。

社会的一日常的公共財の技術一経済指標は， 対住民サービス機関の一組分〈住宅， 文化

日常サーピス施設，樹木，街路，道路，広場，技能的諸施設〉に関して住民 1，000人当り

で計算された長期都市建設基準の計算指標と施設の基準にもとづいて設定される O

対象地域の外部からの労働力の確保のためには，上記の諸施設費の地に，産業教育費や

労働者とその家族の移動に要する費用(司当と赴任旅費)を見積らねばならなし、。新しく

建設された工場のためにその地域の労磁力を利用する場合には，社会的生産に労働力を導

入するための費用つまち産業教育と(基準をみたすのに必要な〉社会-B常公共財の増築

費用を見積ることになる O

16. 異時点の投資や経常費用は，次式で示される割引係数 (Jt)をかけることにより，

同一時点に還元されるO

.jt= (1 +E)tn→ (1) 

t:費用発生年

九:費用が還元される年

E: ;標準効率諜数的

らくtでとくにら=1(初年度の場合)

dt=ZEbョ ω
各計画課題ごとに，還元年はすべてのバリアントに対して同ーでなければならない。

17. 平均還元費用 (cpeJl.HeB3BerneHHble 3aTpaTbI 3a pac羽 THbI註 CpOK) について O

各建設バリアントの総費用の比較計算に際して，建設費や経常費が年々変動する場合に

用いられるもので，次式で示される O

z': 

LJ (kiJt十δiuAiJt)Jt
cr;=と 1一一一一 一一一一
り Zて

LJAiJt.4t 

、sa
J円。

J
f
s

、、

18)くPeKOMeHぇaUHHIIO COBeprneHCTBOB3HHIO MeTO)lHKH p3員OHHhlXIIJlaHllpOBoK B PCφCP). M. 
1969. (L{eHTp3JlbH副首 Hay可HO・HCCJle)lOBaTeJlbCIα泊目立poeKTHhI員 HHCTHTyT rpa瓦OCTpOHTe-
JlbCTBa);くPa益OHHa河口JIaHHpOBKa9KOHOMH可eCKHX，a)lMHHHCTpaTHBHbIX pa註OHOB，IIpOMbIlIlJI-
eHHbIX pa負OHOBH Y3JIOB). M. 1962. 
19) <YK33aHH兄 IIOII予oeKTHpOBaHHIOH3CeJleHHbIX MeCT， IIpe)lIIpH匁TH札 3)laHH益 H coopy>KeHH益 B
ceBepHO員 CTpOHTeJIbHO・KJIHMaT目立eCKO首 30He)M. 1967. 
20)標準効率揺数については望月喜市「投資効率決定法JU経済研究II1962年 Vol.13， No. 4をみよ O

192 



シベリア開発モデルの理論と実捺

この式は i生産物の生産に特化している j生産主体 Y パリアントに関するものO

zj: rバリアント j生産主体の計算期間 (pac明 TH副長 CpOK)

cL:平均還元費用 (r，j， iについて)

k'Ut: r， j， iこ関して t年の投資額

3'Ut: t年.rバリアント ，J生産主体の i生産物単{立当り経常費用

Aiu: i， j， t， r vこ関する生産高

~f: t年に対する割引保数 ((1)or (2) 

この式はまた，生産物を利用する際の利用コストの計算式としても用いられる O その場

合には Aiuは，J消費者 i生産物の利用に関する t年の γ パリアントと読みかえれ

i工よ L、。

みられるとおりパ3) 式は，分母には総生産高が，分子には「資本費用÷経常費用」が，

それぞれ同一時点~こ還元された上で、対比されている O

ここで計算期間とは，建設期間のそれに続く操業期間を合計Lたもので，後者にはつぎ

の酉つの期間のうち最小のものを採用するc

(イ) 予定耐用年数

(ロ) 道徳的震損期間(経済的効率操業期間)

(ハ) 考察対象物の技術経済指標の引上ヴ期待予測期間

(ニ) 考察対象物の〈同一生産物を生産もしくは消費する〉所属部門もしくは所属部門

グループに関する技術進歩の期待予測期間

18. 計画期間にわたる積算費用(随行erpaJIbHble3aTpaTbI 3a rrepHo;]. rr~1aHHpoBaHluI) の

計算についてO

(イ) j対象物の計算期間が計画期間より長い場合

(3)式の cらを用いて次式で計-算する。

を参照)

グ企

小 t=cら21ALtdt 、lFノi
 

r-
J'e

‘、

〆:討画期間

(ロ) j対象物の計算期間が計画期間よワ短い場合
rT 

C7jint=言汽t十3ij・fAij片 (S) 

この場合には，J対象物は耐用年数以上に稼換することが前提されているO

19. 生産高と生産物単位当り経常費用が期間を通じて変動せず，投資額が対象物の稼

動開始前の 1年間にすべて投入される場合，平均還元費用係数のかわりに，次式で、示され

る年間誘導費用 (rrpHBelleHHbIerO，UOBble 3aTpaTbI)がバリアント計葬に用いられる O

cj=3j+pj+Ekj (6) 

3j: j対象物 rバリアントの経常年間費用(更新用減値{賞却費を除く〉

あ:I司上吏薪用減価償却費

同:J対象物建設グパワアントの投資額

ただし訴は次式で算定される
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Ekて
ρj=- て子唱 (7) 
(1十E)'j-~ 

d: j対象物の推定操業期間で，計算期間から建設期間を差ヲI¥，、たものO
もし上式で，半永久構築物 (25年以上)の場合には，戸7は無視しうる程宇さくなるの
で， (6) 式にかえて，次式で計算してよい。

cj=3j+Ekj (8) 

20. 各パザアントの投資額には， その資金源泉や資金形態の如何に関わりなく， つぎ

のものが含まれる O 新規国定フォンドの直接建設費;既存の生産的・非生産的対象物の拡

大・更新・技術的追加装備・維持のための費用;流動フォ γ ドの創設・増加のための投資

額(在庫投資);新規対象物の建設や用途変更(農用地を工場用地とするなど)にともな

う損失額。

計画期間以前の投資額は計算の対象外となるが，投資対象のための準備された機械・予

嬬生産物などは計上される。

経常費用は，当該部門で用いられている原価計算を基礎にして決定されるO

IV 地域一生産コンプレックス (TnK)の事例について

1. シベザア・極東地域の TflKの分布

TnKは，第 24回党大会 (1971年)， 25回党大会 (1976年〉の大会決議においてその意
義が注昌されるようになったし， TnK形成モデ、ノレの研究は「ソ連邦科学アカデミーシベ

リア支部経済学と工業生産組織研究所TnK形成セクタ-J (ceKTop中Op矧 pOBaHHiITnK 
113 H onn CO  AH  CCCP)l)によって， 1964年から開始された幻。

。(AKa，l(eMH兄 HayKCCCP， CH6HpcKoe OT，l(eJIeHHe，昨日CTHTyT3KOHOMHKH H opraHH3aUHH 
日空OMbIllIJIeHHOrOrrpOH3BO，l(CTBa}の略。

2) CO AH  CCCP， Moδe.llUpOBaflue ctOp..JlUpOBafluH meppumOpUa.llbflO・npOU3BoacmoeflflblX
KO.Mn.lleKCOB， HOBOCH6H予CK，1976. CTp. 6. シベリア地域における抱域計画の発生!績はつぎのよ
うである。

(1) ウラルークズネツ コンピナート
(II) アンガラーエニセイ エネノレギ一一産業 コンプレヅクス

〈以下戦後〕
イルクーツクーケメロボ T口K
中央クラスノヤルスク TnK 
プラーツクーウスチーイリムスク TnK 
サヤンーアシガラ下流域 TnK 
ノリリスク〈北エニセイ) TnK 
南ヤグート

(lII) 西部シベリア (60年代に開始 最大のナショナノレプロジェクト〉
オピ)11中流域の油田
トムスク， トボノレスク，チュメニ，オムスクの工業センター

(lV) パイカルーアムール鉄道沿隷の開発計画〈第 10次 5ヵ年計画)
全長 3，140km，東シベリアと極東を損断 L.150万 km2の地域を経済的にカパーするO
なお，シベリア地域だ汁でなく，ソ連邦全体と Lて10次5ヵ年計画の対象としてあげられてい
るTnKはつぎのとおり O
チマノ・ベチョラ，オレンブルグ，マングイシラク，パウロダーノレ・ェキバストウーズ，西

シベリア，南タジク，カラタウ・ジャンプーfレ，プラーツク=ウスチ・イリムスク，サヤジ，
ヤクート〈その抱，パム鉄道とウオストーチヌイ港の建設)0
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一般にTnK形成のメリットとして，自然、資源，労働力，投資の節約，経常経費の低下，
輸送量の低減，流動手段(原材料等)の回転の促進，公共財の建設と経常操業資金の節約

などが考えられているめ。 このようなメリットが発生する理由として次のことが考えられ

るo (1)企業の生産的関連が密になるから，資源(フォンド，労{動，燃料，東料，水.土

地その地)，副産物， 生産清の一層完全で合理的な利用が保証されるo (2)領域内での企

業の合理的な配置により，専門生産物と複合生産物の構造的結合が保証されるo (3)一層

改良された共通の生産的・社会的公共討を利用できる(し、わゆる外部効果の亨受)0 (4) 内

外の関連交通体系，送電体制などの合理化を計ることができる o (5) 以上の相互作用試，

労働力の吸収と定着に効果を発揮する。

しかし実際の過程ではこのように理想的には事は運ばなかった。シベリアでの T口氏形

成過程で江，議々な欠点が露呈された。たとえば互に関連し合った工場の建設時期が一致

しないため，その操業開始が互に喰いちがうとか，公共財の建設が大巾に遅れるとか，新

しい地域を開発する過程で各経営要素(たとえば鉄道・送電など)の役割が過小評価され

第 6図 シベリアの地域生産コシプレクス

① クズパス・ノポシピソLスク校合体 {⑦ イ J'v 7-~ 7・ヂ z 苦ュームホポ柊合体

③ 茜ジベFア治図複合生 ⑤ プラヲタ・ウスチイロム塑ft~さ
③ クラスノヤルスf'J型」合体 ① /翌草スクエ業中心地

①主主三重金見事 終」主ヤ三三ぞ後itf~

出所:I司本三部，仲 弘編著『ソ連経済図説j(東研)1978， 283ベージより作成。⑧は引用者に
よる追加.

注:アンダーラインは Tソ連邦大百科事典(第三仮泊所収の「主要な新規コンプレッグス! (シ
ベヲア・撞東部)を示す田

+++はノミム鉄道予定路線を示す.

3)科学アカデミー シベリア支部 上掲書， CTp. 11. 
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第7図 ノミム沿線地域の生産複合体建設構想

望月喜市

竃石炭

ロ掲炭

正石油

a天黙ガス
&鉄鉱石

①非鉄金毘

ロ燐灰石

B雲母

-鉄道(援存)

，、鉄道(建設中)

I 西部(ノミイカノレ海北部)地域生産コ γプレクス:I司地域では非鉄金露，森林資源，石油・天然ガ
スの開発が進められており，将来，治金工業，木材加工工業，石油化学工業を中心に発展する G
Il 中部(アノレダシ・チュリマシ・ウドカシ)地域生産コシプレクス:同地域では，石炭，鉄鉱石，
長|司，燐訳五の埋蔵が確認されており，こんご，鉱業，治金工業の発展がみこまれている，

III 東部(太平洋治岸〉地域生産コシプレクス:森林資源，鉱物資源の豊富な埋議地域。同地域に
はヤクートからパイプライシで天然ガス，チュメニからパム鉄道で石油が供給される討雨。

出所:ソ連東欧貿易会?調査月報J(1975年12月号)， [îソ連経済図説<~ 288ページより再記載。

ることなどが発生した。これらは，各々 TDKや T口Kシステム全体の発展の不均等性や，

自然・労働・資源などの浪費を生む結果をもたらした。ブヲーック工業拠点を形成する際

には，木材工業の発展が，水力発電の建設からおくれ，そのためアンガラ水域の貴重な木

材の損失を生み，さらに公共財の建設の遅延などの現象がみられたが，ウスチイリムスク

工業拠点の形成過程でも同様の喰い違いが発生した。「このように， TDKを形成するに際

して， くりかえしあらわれる欠点は，一地方的な理由から発生するのではなく，総体的な

原因に根ざしている O われわれの見解では，そのよって来るところは，長期の地域計画，

計画前の地域調査， コンプレックスの形成と運営などに関する現在のやり方のまづきにあ

ると思われる 4)J。

現在長期の地域計画の対象区域としては，国家，加盟共和国，ナト1，地方，民族自治管

区，都市，下位の行政区などがあり，これらに関して計画をたてその遂行に責任をもっそ

れぞれの機関が存在する O しかし現在の長期的経済課題は単一の行政単位におさまらない

ことが多く，数個の隣接州にまたがる場合法Hrapo・EHHCeH:CKa兄叩06JIeMaとか， rrp06JIeMa 

3arra.ll.HO・Co6時CKO員paBHlIHhIなど〉とか，反対にチ1'1や地方の 1部分に関連する場合 (OCB-

oeHHe pecypcoB Cpe)merO HJIH HH>KHerO DpHaHrapb5I， XaKaCCKO・MI倒 yCHHCKO註 KOTJIO・

BHHhI， WHpOTHOrO YQaC1潤 1明 eHH克 Cぬなど)などがある O こうした対象領域に対して

は，いわゆる広域経済圏のような，従来の行政区域をこえた地域コンプレックスとしての

iii-画アプローチが必要になる。それだけでなく，省、・庁の枠にとらわれないコンプレック

ス自体の長期計画・ 5カ年計画を作成しなければならないしへ それが当該行政区(州や

4)科学アカデミー シベリア支部前掲苫， CTp. 13. 

5) このことは現ずf:，モスクワ市とレニングラード市において実行されているつ
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地方〉の長期計画の 1部分にくみこまれなくてはならない。

2. T刀K計画の具体倒，サヤン TllKの場合

以下では， 地域一生産コンプレックス計画の具体例として， サヤン地域のコンプレック

スをとりあげる C この地域は，エニセイ川の水力と，その能の自然、資源を基礎にして形成

されたもので，つぎのような生産部門を含んでいるG

サヤンーシューセンスク水力発電所り アノレミニウム産業 事幸福製造産業 鋳鉄産業

非鉄金属加工産業電子機械工業軽工業食品工業

サヤン T口氏の場合，つぎのような TnK形成条件が存在した九

1. この地区はシベザアの中でも最長の邑然気象条件を嬬えており， したがって， 農

業の発展，人々の生活にとって好都合である。

2. 西部・東部、ンベリアの工業の中心地〈クズパス， クラスノヤノレスクの中央部〉の中

間に位置していること O

3. 交通の便がよく， クラスノヤノレスク地区，東部シベリア経済地区およびシベリア全

体と密接な工業的結合を計れること O

4. 工業・住宅建設に好都合な広大な土地をもち，エニセイ水系の水の便もよし、。

5. 上述したことと関連して，水力発電と濯翫用水に恵まれている(サヤン水力発電，

農業用濯注水系)。若干の地点では，水掠は実際上無限といってよL、。

6) サヤン・ジューシエンスク/主力発電所の建設現場についての 8~本の特派員の記事の一部を紹介し

ょう。口、や，でかL、ことでかし、こと。完成すれば 310億 m3 の水をたくわえる，というから，こ

このダムは百本最大の黒部ダムの 300倍近い巨大な容器になる。また出力は非揚水式では宮本最大

の福島県只見町・田子倉水力発電所の約 17f告に当る 640万 kw。ダムの高さは 345mで，現在，
世界最大のクラスノヤノレスク水力発電訴(ソ連・エニセイ )11)のダムのほぼ二倍。-一建設費は 11露

ループル (3兆1，400憧丹)。 さらに，もう一つ驚かされるのは，完成したときの発電コストが呂本

Flに換算して 1kw 当り 63銭という安さ C いまの日本の火力発電所では， 石油値上りのあおり

で，平均 11円(約 17倍一引用者)というときに，つくづくシベリアの豊かな資諒がうらやましく
なる 3 ・・・コンクロートの打ち込み作業はいま (6月一引用者)がピークのようである。 冬になると

零下30'""40度に気温が下がるところだけに，コンクリートがしんから凍ってしまわないよう保湿

するのがソ連技術陣の新しい工夫。アラスカに水力発電所をつくろうとしている米国の技術者が見

学に来たそうだ。 このサヤン・シューシエンスク発電所は， 76年から始まった第 10次 5ヵ年計冨

の“日玉"に当る巨大プロジェクトの一つで， 完成詩の年間発電量 230罷 kw時というぼう大な

屯力は，東シベリア工業化の中心となる『サヤン地域コンピナートJ!vこ供給される。…この豊富で

安い電力で生産される子電気のカンヅメ』つまりアルミのコストはおそらく世界で一番安いものに

なるだろう。・・・完工はまだまだ先。今年 12月 2213の f電力の日』には，第 1号タービンが動き始
めることになっているが，完全にでき上るのは 1985年。準鯖作業が始まってから完工まで 22年

という悠揚迫らぬ E事ではある。電力供給を受けることになっているコンビナートの一部， ミヌシ

ンスクの (201ページ参照一引用者〉電気機器工場団地をのぞいてみる。 第一工場があらかたでき

ているほかは，ほとんどが末着工。案内役のベリーノフ第一工場技師長はパツの悪そうな表情で，

fコンビナートが全部完成するのは，第 13次 5ヵ年計画の終わる 1990年から 95年にかけてのころ
なので...JJと，水力発電所工事と歩調が合っていないことを認めた。
相手がシベリアの大地。計画も粗けずりなのだろうが，ここでの悩みは何といっても入手不足。

帰途アパカン (201ベージ参照一引用者〉空港で， 自動薮売擦のうえに「求むf技師j と部尉され
た第一工場の求人民チラシが11!議みになっていたoJ(1朝日新語J 1978年 6月 113 ，夕刊〉
7) M. K. I3aH瓦MaH，M. A. MaJIlIHOBCKaH， B. 10. MaJIOB， n pou3eoacm8eHHafl U npocmpaHcmee・
HHafl cmpyKmypa caflHCKOZO TnK， 3KOHO.MUKO・zeozpaftu吃eCKuenp06/le.MbJ.φop.Mupoe-
aHUfl me p pumo pUa/lbHO-npou38oδcm8eHHblX KO.Mn/le1CC08 Cu6upu， HOBOCH6HPCK， 1974， 
CTp. 26-27. 
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6. サヤン地域には 種々の拡物資源がある O その構成や埋蔵量においては，そんなに

驚くに値しないが，交通体系の利用可能性においてすぐれている O この地区の特徴として

は，建設材料(砂，砂利，粘土，五灰岩〉が豊富なことである。これらの各々は全連邦的

な意義をもつが中でも，キピクーカルドンスクめの大理石は有名であるO

以上を総合して言えば，クラスノヤルクス高部地域は，その他の東部シベリア地域に比

較して，農業とか，労働集約的，原料集約的工業生産に適している O たとえば，この地域

は，農産物・畜産物の生産額において，東部ジベリアの 34%から 70%をさめている930

サヤン TTIKの領域内には，建設を主導する三つの拠点が存在したO それは，サヤン水

力発電所，アパカンの車輯製造工場， ミヌシンスクの電子機械企業である O その抱，隣接

T口Kの建設産業を利用する可能性も存在した〈たとえば中央クラスノヤルスク TTIK(ア

チンスク， クラスノヤルスク，カンサス建設基地〉や， クズパス TTIKなどG

第 8次，第9次 5か年計画で，このコンプレックスの精力的な形成が始まり，大規模な

軽工業・食品工業が完成した。この中には，毛織物コンビナート，人工皮革コ γピナート

(チェノレノゴ、ルスク)，アパカンの靴， トザコット工場， ミヌシンスクの手袋工場など。

食品工業では， 食肉工場， 製粉工場，乳製品一缶詰工場などで， これらの原料はサヤン地

域だけでなく，広く他域区，極東方面から移入するO これら部門は，生産コンプレックス

を形成する過程で，一震発展をとげている O

東部シベリアとくにクラスノヤルスク地区では，品質の高い金属や工業設績をこんご益

々必要とするが，こうした財貨の生産立地は，一般的に高い労働集約度，原料集約度に耐

え，その製品の運搬可能性を保証するような場所が適しているO そしてサヤン地区はこの

条件にかなっているのである C 同地壌には現在鉄鉱山があるが，将来は電気精錬工場を結

合することになろうし，移入原料による非鉄金属の生産や，機械製作部門の亜部門として

労働集約的な電子機械工場や輸送機械工場，電力集約的な化学工場などの立地にも適して

L 、る。

こうした適性を前提条件として，サヤンコンプレックス形成に当って解答を迫られたの

は，コ γプレックス内の最適産業配置を決定することであった。より具体的には，

(1)専門生産と複合(協業)生産の工場配置の全体図を明らかにすること。

(2)協業生産内部の生産構造を男らかにすること O

(3) コンプレックス全体および各生産単位裂に生産上の公共財および生活上の公共財関

連施設の配置を決定すること O

(4) コンプレックス内の居住システムを努らかにすることC

上記の解は，当該コンプレックスの生産課題と住民の所与の生活条件をみたすものであ

り，かつコンプレックス建設む総費用最小化を録証しなければならない。

サヤン地域についての数学モデ、ノレについては，上述の一般形式と大同小異であるから，

再説をさけ，このモデ、ノレの大筋の構成を指議するにとどめる O

8) KH6HK-Kop.lI.OHCKOe MeCTOp02K.lI.eHHe MpaMopa. 

9)穀物生産についていえば，このサヤン TIIK 以外にも，中部クラスノヤルスグ，アチンスク，ラウ

ヴァなどが有望であるo
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モデル全体はつぎの三つのブロックから構成されるo (イ)生産ブロック， (ロ)資源、利

用ブロック(もしくは工業拠点形成ブロック)， (ハ)生産的公共財形成ブロック O

(イ〉 生産ブロック一一このブロックの課題は所定の生産高を遂行する企業を選定する

ことである。各生産部門はとくに必要とする原材料その也に関してそれぞれ大要次のよう

な特徴をもっている C

i 非鉄金量部門:この部門の工場は最終生産物の生産に関して部門内の技術的関連性

が高いし，電力・原料・撚料・水を大量に必要とする C これらの諸資源はサヤン地苦に，

豊富にあるO

11 鉄錦部門:この部門の工場も部門内の技術連関は高いし，原材料・電力・燃料・水

および労働力を大量に必要とするほか，京大な工場用地と緑地帯(衛生ゾーン)が必要で

ある。

111 機械製作部門:サヤン T江Kで，専門化(特化〉機種を担当するグループと，修理

や部品供給を担当する協業的・補助的企業部とに分;子られる。両者に共通して，この部門

はとくに労働力を必要とする(労動集約的)特徴をもっO そのため労働力の吸引・定住政

策に必要な生活関連投資をしなればならない。

iv 化学工業:その地域の資源を加工する企業グループとサヤン地域の也の工業部門や

農業のために必要な協業生産物の生産を担当するグループに別けられる O

生産ブロックの制約条件は， 生産高の遂行である(資源制約は抱ブロックで扱う〉。す

べての企業は，立地点の相違，所属するコンプレックス内部の部門，部門連関の相違によ

って特徴づけられ (x与を想起されたし、)，その操業度が決定される O 定式北にあたっては，

一連のマトリックス係数(技指録数)と目的関数係数(倍f童保数〉を知らねばならない。
前者としてはたとえば，電力投入量 (KWI年)，給熱量 (Kcall年)，水投入量 (m31B)，企

業用地面讃(ヘクターノレ)， グリーン地帯の巾員 (km)，労働者数(人)，投入原・材料〈ト

ン)，製品出来高〈トン〉など。後者としては，工場建設投資(百万ループノレ)，そのうち

建設一組立作業費(百万ループノレ)，立地バリアント別工場用地造成費，生産連関バリアン

ト別・立地点バリアント別原料・製品輸送費(誘導費用 rrpllBe)J.el冠王国e 3aTpaThI による)

〈ノレーブ、ノレ/トン・ km)，電力供給地点と消費地点到の電力配電費〈送電ロス込み) (ループ

ノレjkw時一km)などO

(ロ〉 工業拠点ブロック一一このブロックでは，水や土地等の使用法，協業生産や都市

人口の形成について検討する O 制約条件は，土地面讃や水源の供給水量である O 土地の評

担額はもちろん様々である(前出)。

協業生産は，その地域での工業的治費や住民泊費量を考患に入れて生産高が検討される O

このブロッグのマトリックス係数と目的関数係数と Lて注つぎのものがある O 電力，給熱

量，土地，水，労i動力，建設投資，技師養成費。雇用計画のたて方にかんして簡単な数程傍

で説明するとつぎのようになる O いま都市における建設作業という最も男女比率の格差が

大きい職場を考えこの男女構成を 45対5としよう O 人口係数 (K03中中llIJ.lleHTJI沿Jl.HOCTII)

を5とするとこの地域の総人口は 250となり，そのうち都市内部のサーピスセクター従業

率を20%. その男女比率を 1:9と考えると， 5人， 45人とし、う雇用構成になる。 した

199 



望月喜市

がって社会的生産セクター従業者の男女比率は先の建設部門と合わせて 1:1比率となり，

男女の雇用機会はバランスする。実際にはもっと複雑であろうが，考え方の大筋は以上の

ようである O このことは，雇用機会の男女間格差を産業講造を適当に編成することにより

バランスさせる必要性を示唆している O 市場部経済では，賃金格差や賃金変動が，事後的

に雇用構成を調整する(調整が成功する保証はないが)のに比較して，計画制震のむづか

しさと有用性，事前決定詮などがここにも表われている O

〈ハ) 生産的公共財の形成ブロック一一ーサヤン TTIKの社会的公共財の計算は，工業拠

点の人口とその定着費用の決定の際に行なわれる O 生産的公共財としてそデ、ノレの中に入っ

てくるのは，コンプレックス内部の輪送・エネルギーシステムの問題であるG 輸送問題は，

駅の建設とその区間路線の決定を含む。必要な資料としては，玄関距離，技箭装備度，輪

送方向(貨物輸送と空車回送入単位当り輸送費など。輸送網の鵠約条件は，路隷区間ごと

の輸送能力であるO コンプレックスにとっての課題は，外部との輪送達関つまり移出，移

入，通過貨物の量と構成と方向である O 所要の輸送計画は，路線区間別，方向別の輸送能

力を決定するc コンプレックス内部の物流は，工場の配置と相互の連関に応じて変化す

るO 路線の輪送能力を強化する必要がでれば，投資の必要がもちろん付鑓して発生する。

エネノレギーシステムの場合も，原則的には輸送問題と同じことである O サヤン地区の TIlK

では，生産用・住民用電力はサヤン水力発電所だけでなくシベリア単一電力シ λ テムか

ら供給を受けることになる O その他の電源としては，工業拠点内の火力発電所が存在す

るO

貨物輸送の場合の係数は，単位操業当りの原材料の輸送高であり，電力の場合には，既

存の送電績の許容量，延長距離，送電方向，送電費用など。

最適解の結果を， 図形を和用して示そう O サヤン地域一生産コンプレックスは第 6図の

ように， クズパス・ノボシピノレスク， クラスノヤルスク，イノレクーツク各コンプレックス

の中央に位置している O この地域をさらに拡大したのが第8図で，右上地図で白地に抜い

た長方形は採択されなかった工業地帯で、あり，黒い長方形が，解の結果採訳された立地点

であるQ さらに第9図に示したように，サヤンコンプレックスは，それより更に誌域なク

ラスノヤル地方 (Kpa詰)やアンガラーエニセイ地域 (peroOH) の中に含まれている O サヤ

ンコンプレックスの内部には， 次の六つの工業拠点 (Y3ありが入る(位置については第8

図をみよ〉。

(1) アパカン工業拠点〈新設企業は三つ入現在は，一連の軽工業，食品工業，機械工

業，鉄・非鉄工業の各種韮部門の企業が建設されている O この工業集落の中心地帯はアパ

カンとチユルノゴノレド〈第8図)の間で両者は一つの都市集積地苦として結合し新しい

産業予定地はタシェパの方自に伸びてし、く予定である。総面積6，000ヘクタールのうち，

既設工場や都市関係で4，000ヘクターノレが使用済みで， 残ち 2，000ヘクターノレの 60% vこ
大規模な一連の機械組立工場と製鉄工場10)それに火力発電所が予定されている 〈第8図，

10) アパカン地区の工場立地に関する追加的数量分析によれば，製鉄工場はここに配置するよりも，ア

ズナチェンスク工業拠点に配置した方がよく，アパカン地豆に最適なのは機械・組立工場であるこ

とが判明 Lた。機械工場は，都市の高生環境を破壊せず，工場敷地もそんなに広くは必要とせず，

労強力を多量に必要とする以外には，その位の資源に対する要求も少なくてすむ利点をもっているつ
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第8図 サヤ γの生産配置構造(解の結果を示す)
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22， 23番〉。現在人口 43万人であるが， 上記の工場設置によりアバカン市の総人口は 60

万人増の 103万人を予定しているO この地区の立地上の利点は， 7](資源〈エニセイ)11)が

無限といってよい程豊富であること，整地費用が比較的安いこと (300万ループル/1，000

ヘクタール;サヤン地区全体ではこの費用は 130万'"'-'525万ノレーブ、ノレの簡に分布している)

である C コンプレックス全体の交通上・送電上(シベリア単一送電絹〉の中心となるの

は，この地区であり， 住民定住投資が他地区より少なくしてすむ(他より 5%安〉点もア

パカン地区の利点になっているO

(2) ミヌシンスク工業拠点11) (新設企業は二つ) (第8図 12番〉。この地区では，電子

機器関祭工場の大規模なコンプレックス，一連の軽工業，食品工業の建設がすでに開始さ

れている(電子関係工場は 1973年に建設工事が開始された〉。数学解の結果，その他の種

類の機械工場〈新機械製作コンプレックスと協業関係を結ぶ〉と火力発電所が配置される

ことになったが，同市は，肥沃な農業地帯に隣接しており，土地利用費は高くっき，面積

の制約もきっL、。 しかしアパカン地区と同様に， 住民定着投資は安く 1，000人当り 83万

ノレーブ、ノレと見積られている O 現在人口は 4万 5，000人だが，将来入自は 30万'"'-'4.0万を予

定している のち4万 5，000人はすぐにでも受入れ可能)。 この中にはテシンスク工業企

業グループの予定人口も含まれている O 工場建設予定地は農地として不適な土地に限定す

るので， 1，000ヘクターノレ当り整地費はおO万ルーブ、ノレである O かなりの将来には，農産

物を加工する軽・食品工業の配置を予定している O

(3) ルキヤノフスク工業拠点(新設企業は三つ〉。立地予定地は，エニセイ)11の左岸，

アパカンの南方， タシェピンスクとアズナチェンスク地区からほぼ等l$離 (40~50 km) 

のところにある〈第8図 13番)。非鉄金属と化学工業企業〈第8図とこれは照合しない〉

および火力発電所とが予定されており，非鉄金属企業はサヤンコンプレックスの他の企業

と部門内協業関係をもっO その住の非鉄金属企業は，隣接のアズナチェンスク地区に毘置

される。この地区は，多量の原料に近く，交通費の安さが立地のきめ手になった。また工

業用水は，豊富なエニセイ)[1からいくらでも取入れ可龍であり， f也地区より取水費はかな

り安し、。化学企業は，コンプレックス内の一連の工場用(協業)中間財を生産する O これ

らの企業は多量の熱・電力を必要とするので，大火力発電所の建設が予定されており，こ

れによって，この地区の工場と住宅用の電気と給湯をすべてまかなうことになる O この地

区の予定人口は 2万 7，000入。将来は，この地区とアズナチェンスキー地区と合体するこ

とも考えられる O

(4) アズナチェンスキー工業拠点(新設企業三つ;第8図 17番〉。サヤン水力発電所

に近く， コンプレックスの南部に位置しているO 高品質のぎ占土・砂の産地であるので，大

規模な建設企業を立地している C 解の結果によれば，この地区には非鉄金属・製鉄工業と

火力発電所の建設が予定されている O 前者の立地は，サヤン水力発電所に近く電力が安い

ことに大いに関孫がある O 現在人口は約8，000人， それが工業配置により 10万人に増加

する予定。用水は制約なし。用地は，農業用地を収用して利用することになるが，肥沃度

が低いので，右岸地区よりも収用費は安い。

11)この町のルポ/レタージュは『今日のソ連邦j]1978年8月113号， 26-29ページに掲載されている。
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(5) テノレλキー・コムソモリスキー工業拠点〈新規企業二つ;第8図1，24番)。クラ

スノヤノレスク貯水池の左岸， コンプレックスの北部に位置する O 現在のところ，ここはア

チンスクーアバカン鉄道からも， 送電鍍からも遠く離れている。 しかしここの利点試，求

と土地面覆に恵まれていることである〈農用地として土地の利用度が低いんこの地区は，

サヤンコンプレヅクスが1990年にかけて発展していくに従って開けてし、く可能性をもっ

ている O 解の結果は機械工業の建設が予定されているが，非鉄金属工業の立地可能性もあ

る。この地区の人口予定数は 3，500人にすぎなし、。コムソモノレ地区は，末利用のまま放電

されるが，その経済指標は，テノレスキー地区と同一であるから，将来の予嬬地域と考える

ことカ2で、きる。

(6) クラギンスキー工業拠点(新設企業二つ;第8図9番)。アバカンータイシェツト

鉄道沿線で，チュバJII沿いクラギノ地区センターの近くに位壁しているO 地方原料を利用

した化学工業企業が予定されている O この企業の工場用水の必要量は，チュバ111の流れを

謂整しないでもよいので，エニセイJIIを利用するアズナチェンスクや，ルキヤノフスク地

区に比較して，用水費が安く，これが化学工場を立地する上で利点となっているO しかし

住民の定着投資は比較的高L、。予定人口は 4，300人であるO

A N ote on the Theory and Practice of 

Siberian Land Develo予ingModel 

五iIchiMOCHIZUKI 

1. Introduction 

2. The Regional and Branch planning 

3. The Industrial Iocation Model 

a. The economico・e缶ciencycriterion of the territory-production complex (TPC) 

b. General Structure of the Regional主主odel

4. A Case Study of the TPC in Siberia 

a. The Distribution of the TPC in Siberia and in the Far East 

b. The Sayany-Shushenskoye TPC 

My paper deals at五rstwith the relation between the regional and branch planning 

and then analyses the theoretical model of industrial location. According to E. Alaev 

the economico・e伍ciencycriterion of the TPC is: 

Where: 

K=坐三(.JC+5+0.5'ち)
1+0.5 Ti 

M: The added value produced by the TPC 

J3C: Accumulation (Investment) realized in the TPC 

S: Current expenditure of the unproductive sector 

Tj! Te: Transportation cost of imported and exported freigt. O. 5 means that half 
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of transportation cost Is the burden share of the TPC 

1: The total value of introduced goods from other regions. 

In brief this equation shows the ratio of the sold value by the TPC to the 

purchased value from other regions， that is， the degree of that rigions' contribution to 
the society. 

In the second part of this chapter， 1 forcus my atention on the general structure 

of regional theoretical model useing mathematical forms. 

In the last chap. my survey shifts to application problems of the model. After 

looking over the distribution of the TPC in Siberia and in the Far East， 1 examine 

the case of Sayany-Shushenskoye TPC. Sayany will be the power nucleus of a 

vast territorial-production complex which will include an aluminum plant， a ferro-alloy 

plant， carriage-building works， electrical engineering works and factories producing 
consumer goods. 

Anyway when we consider that in 1976-19BO the whole increment of the oil 

句 tputof the country， 90% of the gas output increment， 70% of the coal output 

increment， 90% hydro-electric power stations capacity increment will be achived at 

the expences of Siberia， and that about three-quarters of all fuel and energy produced 

in the USSR are consumed by European regions， while about EO per cent of the 

country's known natural energy resources， including the greater part of the most 

economical resources， lie in eastern regions of the Soviet Union， it can be said without 

exaggaration that Siberia is and wiU be playing the decisive role in the development 

of Soviet economy. At the same time we should take note of the policy of industrial 

location in that area. 
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